
今井川越田遺跡

第117図 第58号住居跡(2)・出土遺物
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燃焼部底面は良く焼けており、焚き口にかけて楕円

形状に掘り込まれる。規模は0.92X O.46m、深さ0.28

mを測る。奥壁から段をなし煙道部へ移行する。

煙道部の規模は0.81X0.29m、深さ0.10mを測る。

袖部はカマド壁をほとんど掘り込まず、暗褐色土と灰

褐色粘土で主に構築されている。

図示したもの以外の出土土器の総破片点数は、 494

第58号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ 径 器高 底径 胎土 焼成 色調

1 須恵杯 (9.5) (3.8) Fl A I 

2 況； (11.2) (3 3) Al A C 

3 杯 (11.3) (4.1) Al A A 

4 杯 10 6 3.3 CDl A C 

5 杯 10.8 3.7 Cl A A 

6 坪； (12 2) (4.2) Cl A F 

7 杯 (12 2) (3. 7) ACl A E 

8 杯 (12 2) (4.0) Al B C 

9 高 杯 (4.0) Al A B 

10 坑； (12.0) (3 7) Al B C 

11 況： 04.2) (4 0) Al A C 

12 況； (13.3) (5 2) Al A B 

13 小形壺 (12.3) (3 5) Al B C 

14 椀 (12.3) (7 3) Al A B 

15 鉢 15.0 (7. 7) CD2 A F 

16 甕 (18.4) (5.0) AE5 B B 

17 甕 19.0 (3.8) AE2 A B 

18 壺 (16.0) (6.0) AE5 A E 

19 甕胴部 (16.5) 4.0 F2 A A 

第59号住居跡（第118、119図）

本住居跡は K3Illグリッド付近に位置する。

新旧関係は、本住居跡が南半部で第58、66号住居跡

を切る。

平面形は東、西壁がやや歪むがほぼ方形で、規模は

4.99X4.67m、深さ26cmを測る。

主軸方位は N-6.5°-Wを測り、カマド軸は N-

Sで若干ずれる。

床面は全体に硬質でほぼ平坦である。掘り方、貼り

床は存在せず地山直上が床面である。

床面出土遺物は中央部から西寄り P1P2付近と、カ
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点である。

材形土器は口縁部が50点、体部が95点。鉢形上器ロ

縁部が1点。甕形土器は日縁部が18点、胴部が318点、

底部が5点。高杯形土器は脚部が7点出土している。

土器以外では編物石が図示した 2個体、貝巣穴痕泥

岩が2個体、（総重量6.14g)が出土している。

出土位置 備 考

埋土 ロクロ右？回転

埋土 日縁外反、稜部ヨコナデ＋箆削り、摩滅顕著

埋土 口縁部内傾、稜部ヨコナデ＋箆削り

カマド ロ唇やや肥原、稜部ヨコナデ＋箆削り

カマド、 No,2 ロ唇やや肥厚、稜部棒状工具＋箆削り

埋土 ロ唇肥厚段部ヨコナデ稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 口縁外反、稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 口縁外傾、稜部枠状工具＋箆削り、摩滅顕著

埋土 低脚？

埋土 口縁小さく直立、稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 口縁直立口唇肥厚、稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 日縁短く直立、稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 頸部段をなす、摩滅顕著

埋土 口縁内湾、稜部ヨコナデ＋箆削り

No. l 日縁外反、稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 日縁外反、頸部以下縦箆削り

埋土 口縁部僅かに屈曲

埋土 頸部段をなし以下横箆削り

埋土 器肉薄い、外面斜め箆削り

マド左袖周辺部に比較的集中している。大形の河原石

が P2の東側で出土している。第66号住居跡との重複

部分では多量の炭化物が出土しているが、壁溝上から

敷き物状の炭化物が出士している。

壁は遺存状態が良好でほぽ直立し、掘り込みもしっ

かりしている。

壁溝はカマド部分を除いて全周する。

柱穴は 5本であるが、浅いピット P6が床下から検

出されている。 P4は柱痕跡か検出された。Plが径24

cm、深さ43cm、P2が径41cm、深さ48cm、P3が径32cm、

深さ17cm、P4が径48cm、深さ58cm、P5が径48cm、深
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さ24cmを測る。

柱穴配置は、全体にややカマ ド寄りで、 P3が北側寄

りにずれた台形状である。柱穴間隔は P1P2が2.17

第118図第59号住居跡(I)
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m、 P2P3カゞ2.65m、 P3P4カゞ1.85m、 P1P4カゞ2.24

mを測る。貯蔵穴は検出できなかった。

カマ ドは北壁僅かに東寄 りに設置され、遺存状態は
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第59号住居跡土層註

1 暗褐色 灰白色粘土粒、ローム粒少量

2 暗褐色 灰白色粘土、マンガン粒多星

3 暗褐色 焼土粒、ローム粒多量：

4 暗褐色 ローム粒少量

5 灰黒色 ローム粒少塁

a 灰褐色 ローム粒多量、マンガン粒微量

b 暗褐色 灰白色粘土、マンガン粒多量

c 暗褐色 灰白色粘士、焼土多昼

d 赤褐色 焼土、焼土プロック多巌、炭化物多星
e 暗褐色 焼土プロック、炭化物多量

柱穴土屑註

1 暗茶褐色 焼土粒、ロ ーム粒少星

2 暗褐色 砂質、焼土粒、炭化物粒、ローム粒微撻
3 暗褐色 焼土粒、ロ ーム粒少鼠

4 暗褐色 焼土、焼土粒、炭化物粒少呈
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良好である。

燃焼部底面は比較的焼けており、焚き口にかけて楕

円形状に僅かに掘り込まれる。規模は0.80XO.43m、

深さ0.30mを測る。奥壁から僅かに段をなし煙道部へ

移行する。

煙道部は緩やかに壁外に向かって立ち上がる。規模

は0.88X0.25m、深さ0.45mを測る。

柚部はカマド壁を掘り込まず、 左袖の壁際は大型の

ピット（径40cm)力嗚り込まれる。両袖とも暗褐色士

の基部に暗灰褐色粘土を貼りつけて構築されている。

出土遺物は土師器杯形土器、椀形土器、鉢形土器、

高杯形土器、甕形土器等が出土している。須恵器は埋

士中の出土である。

図示した以外の総破数は514点で材彰士器388点、鉢

形土器7点、高杯形土器7点、甕形土器が112点である。

士器以外では編物石が図示した 7個体、やや大形の土

錘 1個体が出土している。

:f:和杉土器は、口径13cm前後の口縁部が外反するもの

と、同じく有段口縁状になるものが主体をなす。やや

小形の口径12cm前後の口縁部が外反するものが伴う 。

体部が浅く皿状で、日唇部に沈線を持つ杯形土器も存

在する。高杯脚部は長脚のものである。

第119図第59号住居跡（2)
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第59号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ径 器 高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

1 須 恵 聰 14 0 (3.0) D1 A H 30 埋土十SJ58 凸帯貼付け

2 杯 11.5 (3.0) ACl A E 40 埋上 口縁直立、稜部枠状工具＋箆削り、摩滅顕著

3 杯 (12 3) (2.8) Cl B E 10 埋土 器肉薄い、稜部ヨコナテ＋箆削 り、摩滅顕著

4 杯 (12.0) (3 4) Al B C 30 カマド 口縁内湾、稜部ヨコナデ＋箆削り、摩滅顕著

5 杯 13 2 (3.2) Cl A I 25 No. 4 ロ唇凹線、稜部ヨコナデ＋箆削り

6 昇： (12 0) (2. 9) Al B C 25 埋土 日唇凹線、稜部棒状工具＋箆削り、 二次加熱
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第120図 第59号住居跡出土遺物(I)
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第121図 第59号住居跡出土遺物(2)
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番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

7 杯 (13.6) (3.9) Al B C 10 埋土 ロ唇肥厚、稜部ヨコナデ＋箆削り

8 杯 (11 3) (4.3) ACl A B 25 埋土 口縁直立、稜部ヨコナデ＋箆削り

9 杯 (13 0) (3.0) Al A C 20 No. 4 口縁外反、稜部ヨコナデ＋箆削り

10 杯 12.0 (3 85) Al A C 25 埋土 日唇肥厚段部工具ナデ稜部棒状工具＋箆削り

11 杯 (13 2) (4.0) Al A C 10 埋土 口縁内湾、稜部ヨコナデ＋箆削り、摩滅顕著

12 杯 (14 0) (4.4) Al A B 10 埋土 ロ唇やや肥厚、稜部工具ナデ＋箆削り

13 杯 (14 3) (7. l) Al B C 20 埋土 砂質、日縁内湾、稜部ヨコナデ＋箆削り

14 杯 12 0 (3.8) Cl A A 40 埋土 ロ唇沈線、稜部工具ナデ？ ＋箆削り

15 杯 13 4 4.6 Cl A A 50 埋土 口唇内湾段部棒状工具稜部棒状工具＋箆削り

16 杯 13 4 (5.1) Al B E 40 埋土 口唇肥原、稜部棒状工具十箆削り

17 杯 13.0 (4.4) Cl A A 40 埋土 段部棒状工具ナデ、稜部棒状工具＋箆削り

18 杯 12.2 4.6 Al A B 60 埋土 ロ唇やや肥厚、稜部ヨコナデ？ ＋箆削り

19 杯 11 8 4 8 Al A C 80 埋土 口縁工具ナデ、稜部棒状工具＋箆削り

20 杯 13.0 4.6 Al A E 80 埋土 ロ唇肥厚、稜部ヨコナデ＋箆削り

21 杯 (15.2) (3.3) Al A A 10 埋土 段部棒状工具、稜部棒状工具＋箆削り

22 皿 15 2 3 5 Cl A A 80 No. 3 ロ唇外反凹線、稜部棒状工具＋箆削り

23 杯 12 4 4 2 Cl A E 60 埋土 ロ唇沈線段部棒状工具稜部棒状工具＋箆削り

24 杯 13 2 (4.0) Al A A 50 埋土 段部工具ナデ、稜部工具ナデ＋箆削り

25 杯 14.0 4 6 Cl A A 90 埋土 段部工具ナデ、稜部工具ナデ＋箆削り

26 小形壺 11 2 (7 0) Al A B 80 埋土 口縁部外反、頸部横箆削り

27 小形壺 12 0 (7 0) Al A B 25 埋土 口唇やや肥厚、頸部横箆削り

28 小形甕 (14.4) (5 0) E4 A E 10 埋上 口縁ヨコナデ、頸部以下縦箆削り

29 杯 (14 2) (6 7) AE2 A B 10 埋土 器肉厚い、肩部ヨコナデ（含未調）＋箆削り

30 鉢 19.0 (7.0) CEl A E 20 No. 4 口縁工具ナデ、稜部工具ナデ＋箆削り、摩滅

31 坑： 19.6 (4 5) Cl B I 40 埋土 口縁直立、稜部ヨコナデ？ ＋箆削り、摩滅

33 高 杯 15.3 (3.1) Al A B 70 埋土 口縁部外反、段部ヨコナデ、以下箆削り

34 高杯脚部 (4 0) 16.0 Al A C 20 埋土 裾部短い、器肉薄い

35 甑 (20.3) (6.5) Cl B E 10 埋土 頸部以下縦、斜箆削り

36 甕 21.2 (5.0) Al A B 30 埋土 口縁大きく外反口唇肥厚、頸部以下縦箆削り

37 甕 21.8 (6.3) AD2 A E 25 埋土 口縁外反、頸部縦箆削りによる段

38 甕底部 (4.2) 6.0 AE5 A E 80 No. 2 摩滅顕著、底面箆削り？

39 壺底部 (7.6) 9.0 Al A B 60 No. l、SJ66と接合 やや大形丸底、底面箆削り

40 甕底部 (1.8) (6.0) Al A F 10 埋土 平底、底面木葉痕

41 甕底部 (5.0) (4 5) ACl A E 60 カマド、 No.4 器肉薄い、底面箆削り

42 土 錘 長径(66) X最大径19X孔径0.5(cm）、重暴20.8g 
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第66号住居跡（第122、124図）

本住居跡は K3110グリッド付近に位置する。

新旧関係は、本住居跡カマ ド部分が第58号住居跡に

よって切られる。

平面形は南、 北壁がほぼ中央部で屈折気味の平行四

辺形状、乃至不整方形である。規模は4.08X 4. 02m、

深さ26cmを測る。

主軸方位は N-64.5°-Eを測り、カマド軸は若干

ずれており N-58°-Eを測る。

床面は全体にやや柔らかく、一部わずかな傾斜を持

つ。 掘り方、貼り床は存在せず地山直上が床面である。

床面出土遺物はカマド左前方の P1P4間、及び

P3P4間に比較的集中している。大形の河原石が P2

の東側で出土している。カマド付近は多量の炭化物が

出土している。

壁はカマド付近以外は遺存状態が比較的良好で、や

第122図第66号住居跡（I)
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第66号住居跡土層註

l 暗褐色 焼土プロック微屈

2 暗褐色 焼土粒、炭化物少監、ローム粒多凪

3 暗褐色 ローム粒、ロームプロック多贔

4 暗褐色 焼土粒、ローム粒微品

5 暗褐色 ローム粒微屈

C L=7510 
-S' 

柱穴

1 黒褐色 灰褐色粘土、炭化物少最、ローム、

ローム粒、ロームプロック多益

2 暗褐色 灰褐色粘土、ローム、ローム粒、ロ

ームプロック多輩

3 暗黄褐色 灰褐色粘土、ローム、ローム粒大量

4 灰黒色焼土、炭化物少鉱

5 灰黒色 灰褐色粘土プロック大量

D L=75.10 D' 

2m 
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第123図 第66号住居跡(2)
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第124図 第66号住居跡出土遺物(I)
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や傾斜するが、掘り込みはしっかりしている。

壁溝はカマ ド部分とカマド対壁の相対する部分を除

いて全周する。

主柱穴は 4本と考えられるが、 P3に切 られる大形

の P5があり、 付け替えと考えられる。その他 Plに隣

接して大形のピッ トが2本存在するが、上面から切っ

てお り新しい。 Plが径30cm、深さ53cm、P2が径20cm、

深さ42cm、P3が径32cm、深さ22cm、P4が径22cm、深

第125図 第66号住居跡出土遺物(2)
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さ43cm、P5が径34cm、深さ32cmを測る。

柱穴配置は、南北壁に沿って、 P3が壁際にややずれ

るがほほ方形に配置される。柱穴間隔は P1P2が1.89

m、P2P3カゞ1.79m、P3P5カゞ2.00m、P3P5カゞ 1.97 

mを測る。

貯蔵穴は検出できなかった。

カマドは東壁やや南寄りに設置され、第58号住居跡

との重複で遺存状態は悪く 、ほとんど痕跡的である。

燃焼部底面は比較的焼けており、ほぼ平坦。規模は

0.43X0.36mを測る。

煙道部は不明である。

袖部は壁溝を埋め戻 して構築されている。

第66号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 日径 器高 底径 胎土 焼成 色調

1 杯 (11.2) (2 4) ACl A B 

2 杯 (11.2) (2.8) ACl A B 

3 杯 (11.2) (4 7) Al A E 

4 杯 (13 2) (3 8) ADl B B 

5 杯 (12 0) (3 8) Cl B B 

6 杯 12 4 (5 1) Al B C 

7 杯 (13 2) (4 0) ADl B B 

8 杯 11.3 4.6 Al A E ， 坪 11 0 4 6 Al B E 

10 杯 13 0 5 1 Al A E 

11 況： 13.6 4 4 DE2 B A 

12 杯 13 3 4 8 C B A 

13 埒； 14 0 4.1 ADl B B 

14 況： 12 2 4.0 Al A C 

15 均； (13 0) (4.2) ACl A E 

16 況： 12.6 4.1 Al A C 

17 況； 14 0 (4.2) ACl B F 

18 坑 13 5 (3. 4) Al A A 

19 況； 13.0 (4.6) Cl B F 

20 杯 (14 3) (5.1) Dl A E 

21 :I:不 18.0 (6.1) Cl A A 

22 高 杯 (9. 6) Al A C 

23 小 形壺 10.3 (4 4) Al A C 

24 小 形甕 12.4 (6 0) AE2 A A 

25 鉢 14.7 10 8 6 5 E2 A A 

26 鉢 (20.2) (4. 7) DE5 A A 

27 甕 17.2 (7. 0) E5 B B 

28 壺口縁部 18.0 (6. 7) A2 A B 

29 甕 18.2 (7 8) AE5 A B 

30 甕 20 0 (10 5) E5 B B 

31 丸 抑尽 (20 0) (5 0) CE2 A A 

32 甑 26 0 (17 8) A2 A A 

33 甑 25 9 30.5 10.1 A2 A A 

34 鈴形上製品 CEl A B 

残存率
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今井川越田遺跡

出土遺物は土師器杯形土器、椀形土器、鉢形土器、

高杯形土器、曾趾多土器、甕形土器等が出土 している。

図示した以外の総点数は831点で杯形土器238点、高

杯形土器 1点、曾研久土器 1点、甕形土器か591点である。

土器以外では鈴沸多土製品 1点が出土 している。

杯形土器は、日径13cm前後の日縁部が外反するもの

と、同じく有段口縁状になるものが主体をなす。やや

小形で口径12cm前後の口縁部が外反するものが伴う

が、体部が浅いものと深いものがある。口縁部が小さ

く内傾する士杓杉土器は少贔である。器肉が厚く 輪積み

痕を残す鉢形土器力吋寺徴的である。大形甑は単孔でロ

縁部が大きく開くものと、開かないものがある。

出土位岡 備 考

埋土 日縁外傾、稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 日縁外傾、稜部ヨ コナデ十箆削り、器肉厚い

埋土 口唇肥厚、稜部ヨコナデ＋箆削り、内面黒色

埋土 段部ヨコナデ、稜部工具十箆削り、器肉厚い

床面出土 日唇肥厚、稜部棒状工具＋箆削り

埋土 口唇やや肥／厚、稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 段部ヨコナデ、稜部ヨコナテ＋箆削り

No. 9 日縁直立、稜部工具ナデ？十箆削り、黒斑

No. l ロ唇外反、稜部工具ナデ＋箆削り、内面黒色

No. 9 口唇やや肥厚段部沈線稜部棒状工具＋箆削り

埋土 日唇沈線、段部沈線、稜部棒状工具＋箆削り

埋土 ロ唇平坦、段部沈線、稜部棒状工具＋箆削り

埋士 段部ヨコナデ、稜部工具十箆削り

No. 7 日縁内湾段部ヨコナデ稜部棒状工具＋箆削り

埋土 日縁内湾段部ヨコナデ稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 口縁外反、稜部棒状工具十箆削り

埋土 段部ヨコナデ、稜部工具ナデ＋箆削り

埋土 稜部棒状工具＋箆削り

埋土 稜部棒状工具＋箆削り、摩滅顕著

埋土 口縁外反段部ヨコナデ稜部ヨコナデ＋箆削り

柱穴内出土 段部ヨコナデ、稜部ヨコナデ、沈線＋箆削り

埋土 長脚？稜部棒状工具十箆削り

埋土 口縁外反、頸部以下横箆削り

埋土 日縁屈曲外反、頸部横、斜め箆削り

No. 2 口縁内傾、稜部横以下縦箆削り、黒斑

埋土 口縁屈曲、頸部横箆削り

埋土 日縁外反、頸部縦箆削りによる稜

埋土 日縁屈曲外傾、頸部縦箆削りによる段

埋土 日縁外反、頸部以下縦箆削り

掘り方 日縁外傾、頸部縦箆削りによる段

柱穴内出土 日縁外反、頸部横箆削りによる段、器肉厚い

No. 5 口縁外傾、頸部以下縦箆削り、 内面炭化物

No. 8 口縁外反、頸部縦箆削り痕

埋上 半球状、小孔 5個、下部箆削り
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第69号住居跡（第126図）

本住居跡は K3Hllグリッ ド付近に位置する。

条里区画溝が大半を破壊している。 他の住居跡と重

複せず、第56、59号住居跡とやや距離を置く。

平面形は破壊が顕著で推定であるが方形をなすと考

えられる。規模は4.40X4.llm、深さ23cmを測る。

主軸方位は N-38.5'-Wを測る。

掘り方、貼り床は存在せず地山直上が床面である。

若干の焼土が西隅部分で出土している。

壁は残存する部分ではほぼ直立する。カマ ドは壁の

状態から考えると北西壁やや西寄りと推定される。壁

溝、貯蔵穴は存在しない。

柱穴かどうか疑問が残るが、南半部に 3本検出され

た。Plが径42cm、深さ22cm、P2が径28cm、深さ10cm、

P3が径58cm、深さ30cmを測る。間隔は P1P2が1.75 

m、P2P3が2.16mを測る。

図示できる遺物は大形の甕形土器 1点である。総破

片数は156点で杯形土器39点、鉢形土器2点、甕形土器

が1点である。その他蝙物石 1個体、貝巣穴痕泥岩 3個

体、総重量8.34gが出土している。

第126図 第69号住居跡
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今井川越田遺跡

7.第 7住居跡群

第60号住居跡（第128図）

本住居跡は K3J8グリッド付近に位置し第61号住

居跡によって切られる。

平面形は西壁が歪み、カマド対壁が斜行するが略長

方形、 4.16X3.75mを測る。主軸方位は N-12°-W

である。

床面は全体に柔らかくほぱ平坦、掘り方は存在しな

し、

゜
壁は残存部分ではほぽ直立する。壁溝がカマド対壁

～東壁部分的に検出されている。

杜穴は 2本で、 P3、P4ともに浅い。

カマド左側に長方形 (0.76X0.56m)の掘り込みが

第127図第 7住居跡群
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第128図 第60• 61号住居跡
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第60、61号住居跡土層註

1 暗茶褐色 焼土粒、ローム粒少塁

2 暗褐色 砂質、焼土粒、炭化物粒、ローム粒微最

3 暗褐色 焼土粒、ローム粒少益

4 暗褐色 焼土、焼土粒、炭化物粒少量

a 暗灰褐色 粘土、カマド天井部

b 赤褐色 焼土層

c 黒褐色 焼土粒、炭化物粒多量

d 黒褐色 焼土粒、炭化物少星

D L=70. 20 D' C_L~ ?0.40 C' 

言
柱穴土層註

l 黒褐色

2 黒褐色

ローム粒微罷

淡灰色粘土微量

2m 
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検出されているが、深さ5cm前後でごく浅く貯蔵穴で

はないと考えられる。

カマドは北壁やや東寄りに設置され、袖部は完全に

第61号住居跡によって切られている。焚き口部の赤変

硬化は顕著。

第61号住居跡（第128図）

本住居跡は K3J8グリッド付近に位置し、第60、62

号住居跡を切る。第60号1む吾跡とはほぼ直角に交わる。

平面形は西壁が不明確であるが略長方形、規模は

3.28X2.90m、深さ 15cm前後を測る。

主軸方位は N-75.5°-Eである。

床面は第61号住居跡とほぼ同一レベルで、カマド付

近が硬質であるが、他の部分は全体に柔らかくほぽ平

第129図 第60• 61号住居跡出土遺物

今井川越田遺跡

坦である。

壁はほぼ直立し、掘り込みは浅い。

比較的しっかりした壁溝が、南壁部分に検出されて

いる。

柱穴はほぼ住居主軸に沿った 2本で、 P2は極く浅

いが、 Plは深さ27cmを測る。

掘り方は南西隅に部分的に存在し、略楕円形状で長

径0.88X短径0.72cmを測り、やや浅い。

カマドは東壁南寄りに設駕される。燃焼部は箱形で

0.78X0.4lm、深さ26cmを測る。焚き口付近はほとん

ど焼けていない。煙道部へは段をなして移行する。

煙道部は底面ほぼ平坦でほとんど焼けていない。規

模は0.91X0.30mを測る。

袖部は部分的に掘り方が存在し、暗褐色土の基底部

二 ご□ご三□□
こ／三三

□7/]ロ―-r I ,~ 即，
10cm 

第60• 61号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

1 況； (11.0) (2.3) Cl A E 10 カマド 口縁外反、稜部ヨコナデ＋箆削り

2 均； (10 8) (2.1) Cl A E 20 埋土 砂質、口縁外反、稜部ヨコナデ＋箆削り

3 杯 10 9 (3.6) Al A B 25 埋土 ロ唇やや肥厚、稜部ヨコナデ＋箆削り

4 杯 11.0 (3 4) Al A B 50 埋土 口縁直立、稜部ヨコナデ＋箆削り

5 昇； (13.6) (4 0) Dl A B 20 埋上 段部枠状工具、稜部棒状工具＋箆削り

6 杯 14.0 (4.1) ACl A B 20 埋土 段部ヨコナテ＇、稜部棒状工具＋箆削り

7 高杯脚部 (5.0) Al A B 40 埋土 裾部短い、器肉厚い

8 鉢 (17.8) (6.9) Al B C 10 埋土 段部ヨコナデ、頸部以下横箆削り， 甕 (17 4) (5.5) Al B C 10 埋土 頸部以下縦箆削りによる段

10 甕 (3. 9) (4.0) Al B B 50 埋土 底面木葉痕

11 甕 20.4 23.5 CE4 A E 70 No. l 口縁外反、頸部段以下縦、斜箆削り
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に灰褐色粘土を貼り付ける構造で、左袖に長甕が設置

されたとみられる。

第60号住居跡を含めて、図示した以外の出土土器の

総破片数は、 204点である。

その他土器以外では、貝巣穴痕泥岩が 1個体 (0.85

g)出土している。

第62号住居跡（第130、131図）

本住居跡は K3J9グリッド付近に位置し、第60、61、

84号住居跡によって切られる。

平面形は方形、規模は4.57X4.54m、深さ25cm前後

を測る。

主軸方位は N-52.5°-Eである。

第130図第62号住居跡(I)
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今井川越田遺跡

床面はほぼ平坦で、カマド付近は硬質であるが、他

の部分は全体に柔らかい。

床面出土遺物は比較的少なく、カマド前面及び住居

跡東半部に散在的に出土する。

壁はほぼ直立する。壁溝は幅10~15c碕呈のものがカ

マド部分以外を全周する。

主柱穴は 4本で方形の整った配置をなす。 P4はP3

によって切られる。柱穴間隔は PlP2が2.22m、P2P3

が2.17m、P3P5が2.23m、PlP5が2.27mで、深さ

はいずれも深く 50~70cm前後を測る。

貯蔵穴はカマド右側、東隅部に位置し、上部は略楕

円形状 (0.92X0.66m)で下部は径54cmの円形に掘り

込まれる。主柱穴 P5が接している。

掘り方は存在しない。

カマドは北東壁中央部よりやや北寄りに設置される。

燃焼部は箱形で0.76X0.49m、深さ32cmを測る。ほ

ぼ中央部（奥壁から38cmの位置）に土製支脚が設置さ

れる。焚き目部分はよく焼けており、煙道部へは段を

なして移行する。

煙道部は天井部が残存し遺存状態は良好。底面ほぼ

平坦でほとんど焼けていない。規模は1.45X O. 32mを

測る。

袖部はわずかに地山を掘り残し、暗褐色粘質土を貼

り付ける構造である。

出土遺物のうち第132図1、32~34は混入と考えら

れる。

第131図第62号住居跡（2)
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第 62号住居跡土層註
柱穴土層註

1 暗褐色 焼土粒少量、ローム、ローム粒多量
2 暗褐色 焼土粒少量、ローム、ローム粒大塁
3 黒褐色 焼土粒多羅、炭化物粒、ローム粒少量

貯蔵穴土層註

1 黒褐色 焼土、炭化物多量、ローム、ローム粒少量
2 黒褐色 焼土粒、炭化物少星、ロームプロック多量
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第132図 第62号住居跡出土遺物
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第62号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調

1 杯 11.0 (3 3) Al A B 

2 杯 (12. 7) (3 6) Al A E 

3 杯 13.6 (3. 7) E2 A B 

4 杯 13.0 4 3 E5 A B 

5 杯 (13. 7) (4 3) Al A E 

6 杯 14.0 (3 6) ADl B B 

7 杯 14.0 (4.5) Cl B A 

8 杯 14.2 (3 5) Cl B A ， 杯 (13. 7) (2 5) AD1 A B 

10 皿 14.2 (3 3) Cl A E 

11 均； 15.3 (3.1) Al B A 

12 杯 13.1 4 3 ACl A A 

13 杯 (13. 7) (2 8) ADl A B 

14 杯 (13.6) (2. 2) AD1 A B 

15 昇； (13.8) (3 6) Al B E 

16 脚 部 (2 4) Cl A B 

17 嵩杯脚部 (4.0) Al A A 

18 椀 8 0 7.0 (4.0) A2 A A 

19 椀 10 0 7.8 5.8 DE2 A B 

20 土製支脚 10 1 13.2 4.3 DE2 A B 

21 土製支脚 10 4 13.8 4.1 AD2 A B 

22 甑 13 7 12.8 6.0 Dl A B 

23 甕 14 0 (4.6) AE5 A A 

24 鉢 17 2 10.6 AD2 A B 

25 小形甕 11 8 (10.2) E5 A A 

26 甕底部 (2.4) 3.8 C2 A A 

27 甕底部 (5.3) 5.4 E5 B B 

28 甕底部 (6.9) 5.0 E5 A B 

29 甕 19.5 (10.8) AD2 B A 

30 甕 (22.1) 11.1 AD2 A A 

31 甕底部 (10.3) 7.5 E5 A B 

32 須恵杯 (11.0) (2.5) DE2 A H 

33 須恵杯 12 0 (3.2) F2 A H 

34 灰釉壺 (11.0) (8 4) DFl A H 

第67号住居跡（第133図）

本1±!居跡は K3J6グリッド付近に位置し、第75号住

居跡を切る。

平面形は略方形、規模は3.76X3.32m、深さ20cm前

後を測る。

主軸方位は N-52°-Eである。

床面は南西側がやや傾斜するがほほ平坦で、全体に

硬質である。

出土遺物の大部分は埋士中の出土である。

壁は南東部分が不明であるが、残存部分ではほぽ直

立する。壁溝は存在しない。

主柱穴は 4本で、カマド側の 2本が開く台形状の配

残存率
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今井川越田遺跡

出土位置 備 考

埋上 口縁下半指頭ナデ、底面箆削り

埋土 日縁外反、稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 口縁外反、稜部工具ナデ＋箆削り、器肉厚い

埋土 口縁外傾、稜部ヨコナデ＋箆削り、器肉厚い

埋土 口縁外反、稜部棒状工具＋箆削り、器肉厚い

埋土 段部工具ナデ、稜部工具ナデ＋箆削り

No. 7 段部棒状工具、稜部枠状工具十箆削り

段部棒状工具、稜部枠状工具＋箆削り

埋土 段部棒状工具、稜部棒状工具＋箆削り

埋土 ロ唇沈線段部工具ナデ稜部工具ナデ＋箆削り

カマド 稜部工具ナデ？＋箆削り

埋土 口唇沈線、稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 日唇沈線、稜部枠状工具十箆削り

埋士 稜部棒状工具＋箆削り

埋土 稜部棒状工具？＋箆削り

埋上 台付き甕、接合部粘土貼付け

埋土 内外面箆削り

埋土 口縁部直立、体部箆削り

No. l 口縁内傾、底面箆削り、 黒斑

No. 8 外面箆削り輪梢み痕黒斑、 高杯脚部転用か？

No. l 外面箆削り、 黒斑、 高坑脚部転用か？

No. 2 口縁小さく外反、胴部縦箆削り

埋上 日縁小さく外反、胴部縦箆削り、器閃厚い

No. 6 底面箆削り、黒斑、甕底部転用か？

No. 4 口縁小さく外反、胴部縦箆削り、輪積み痕

埋土 小形、胴部縦箆削り

No. 7 凸出、器肉厚い

埋土 やや上げ底、箆削り、器肉厚い

埋土 日縁やや外反、頸部以下縦箆削り

No. 3 日縁部外反、頸部以下縦箆削り

埋土 平底、胴部縦箆削り、器肉厚い

埋土 ロクロ右？回転

埋土 ロクロ左回転

埋土 ロクロ左回転、高台低い

置をなす。柱穴間隔は PlP2が1.68m、P2P3が1.39 

m、P3P4が1.41m、PlP4が2.12mで、深さはいず

れも浅く 20cm前後である。

貯蔵穴はカマド右側、北隅部に位置し、ほぼ円形（径

74cm)で浅い。

堀り方は存在しない。

カマドは北西壁中央部やや東寄りに設置される。

燃焼部は箱形で0.90X0.49m、深さ21cmを測る。煙

道部へは緩く傾斜して移行する。

煙道部は遺存状態は比較的良好で、煙出し部分が長

方形状 (0.25X0.18m)に検出された。先端部の幅が

やや狭くなる形状をなし、規模は1.23X O. 28~0.52m 
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を測る。

袖部はわずかに地山を掘り残し、暗褐色粘質士を貼

り付ける構造である。

第75号住居跡（第133図）

本住居跡は K3J6グリッド付近に位置し、第67号住

居跡によって切られる。

平面形は北壁が歪むが方形乃至長方形、規模は

3.20X3.2lm、深さ20cm前後を測る。

長軸方位は N-54°-Eである。

床面はほとんど残存していないが、ほぼ平坦。全体

に硬質である。

出土遺物の大部分は埋土中の出土である。

壁は東側が第67号住居跡によって切られ、不明であ

るが残存部分ではやや傾斜する。

柱穴は第67号住居跡の P5、P6が伴うかどうか確証

はない。

カマドは重複の位置関係からみると北西壁に設置さ

れた可能性が高い。その他の施設については不明であ

る。

第133図 第67• 75号住居跡
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焼土粒、炭化物微量

焼土粒、炭化物少輩、ローム粒多量

焼土、炭化物粒、ローム粒少星

炭化物少星

ローム粒微星、 SJ75埋士

白色粘土、焼土プロック、炭化物少旦

焼土プロック、炭化物少数

焼土粒、炭化物多量
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第134図 第67号住居跡出土遺物
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第67号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 日 径 器高 底径 胎土 焼成 色調

1 埒； (12 3) (3.1) A2 B F 

2 均； 12 2 (4.2) Al A C 

3 杯 11 0 4.0 Al A B 

4 杯 14.2 4.9 AD1 A B 

5 埒； (14.2) (3.6) AEl A A 

6 杯 (14.0) (5.3) Al A F 

7 杯 (14.0) (4 3) Al A E 

8 杯 (13.4) (4 0) Al A C ， 椀 (13.3) (4 2) E2 A A 

10 椀 (12.1) (6.3) E2 B A 

1 1 椀 (12.0) (5. 9) ACl B B 

12 椀 (12.1) (5 3) E5 A E 

第68号住居跡（第133図）

本住居跡は K3K6グリッド付近に位置し、第96号住

居跡を切る。

平面形は長方形、規模は5.39X5.00m、深さ20cm前

後を測る。

主軸方位は N-59.5°-Eである。

床面はほぼ平坦で、全体に柔らかい。東隅部分床面

上には小礫が壁溝状に配置されていた。

壁は東隅部分が不明瞭であるが、残存部分ではほぼ

直立する。

壁溝は南東壁以外に存在し、部分的に途切れる。カ

マド左側部分は幅広い。

主柱穴は 2本 (Pl、P4)と考えられ、 その他にやや

残存率

10 
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10cm 

出土位置 備 考

埋土 口縁内傾、稜部工具？ ＋箆削り

埋土 稜部ヨコナデ＋箆削り、摩滅顕著

埋土 ロ唇やや肥厚、稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 ロ唇沈線、稜部工具ナデ＋箆削り

埋土 ロ唇沈線、稜部工具？ ＋箆削り

埋土 ロ唇肥厚、稜部ヨコナデ＋箆削り、器肉厚い

埋土 口縁外反、段部ヨコナデ、稜部工具？

埋土 ロ唇肥厚、稜部工具ナデ？ ＋箆削り

埋土 器肉厚い、頸部横箆削り

埋土 器肉薄い、頸部横箆削り

埋土 口縁内傾、頸部横箆削り

埋土 日縁短い、頸部以下縦箆削り、器肉厚い

浅いものが2本存在する。 Plには柱痕跡が検出され

た。南側の相当する位置には、第96号住居跡の柱穴が

存在し本住居跡に伴うものはない。

柱穴間隔は P1P4が2.80m、P1P2が0.64m、P3P4

が0.51mを測る。

貯蔵穴はカマド左側方形ピットカ昧且当するか。

掘り方は存在しない。

カマドは北東壁中央部やや北寄りに設置される。

燃焼部は箱形で1.05X0.40m、深さ6cmを測る。煙道

部は削平されたためか存在しない。

柚部は遺存状態が悪いが、暗褐色粘質土を貼り付け

る構造である。

紡錘車はカマド右袖付近から出土している。
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第135図 第68号住居跡・出土遺物
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1 暗褐色 ロームプロック、炭化物微品

2 暗褐色 ローム粒、炭化物微棗

3 暗褐色 ローム粒少昼

a 暗赤褐色 焼土、焼土プロック多量

b 暗褐色 焼土、炭化物多誠

柱穴
1 暗褐色 焼土、炭化物、ロ ームプロック多昼

2 暗灰褐色粘性強、炭化物少屈

3 黒褐色焼土、ロームプロック少量
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今井川越田遺跡

第68号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 口 径 器 闇 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位匿 備 考

1 況： (12 0) (4 2) Al A B 10 埋士 口唇沈線、稜部ヨコナデ？ ＋箆削り

2 埒： 13.0 4.2 Al A C 50 埋土 口縁内湾段部ヨコナデ稜部棒状工具十箆削り

3 杯 (12.9) (3. 7) AEl A B 10 埋土 稜部工具ナデ＋箆削り

4 杯 (13.1) (5.0) Al A C 20 埋土 口縁内湾、稜部ヨコナデ＋箆削り

5 甕 20.0 (6. 7) E5 A E 20 埋土 口縁屈曲外反、頸部以下斜め箆削り

6 紡 錘車 上径425X下径15X孔径065X原さ14(cm)、重量32.7 g 

第76号住居跡（第137図）

本住居跡は K3K4グリッド付近に位置し、第68号住

居跡の東側やや離れた位置に存在する。

平面形は僅かに台形状を呈するが略長方形、規模は

3. 74X 3.67m、深さ20cm前後を測る。

主軸方位は N-58.5°-Wであるが、カマド軸は若

干ずれており N-52°-Wを測る。

床面はほぼ平坦で、掘り方は存在せず地山直上に構

築される。

壁は僅かに傾斜するが、掘り込みはしっかりしている。

壁溝はカマド部分から南東壁隅以外に存在し、西隅

部分でやや歪む。

主柱穴は 4本 (Pl、P2、P4、P5)で P2、P4間に

浅いピットが2本存在する。 Plは浅く、他の 3本はい

ずれも60cm前後で深い。 Pl以外は柱痕跡力湘泣iされ

た。柱穴配置は Plがややずれた、カマド側が開く略台

形状。柱穴間隔は PlP2が1.50m、P2P4が1.37m、

P4P5カゞ1.27m、PlP5カゞ1.79mを測る。

貯蔵穴は存在せず、カマド左側の相当する位置に浅

いピットが存在する。

カマドは北東壁ほほ中央部に設置される。燃焼部は

やや歪みがあるが箱形と考えられ規模は0.70X 0.46 

m、深さ38cmを測る。燃焼部奥壁部分はやや掘り込ま

れており、段をなし煙道部へ移行する。煙道部は底面

平坦でほとんど焼けていない。規模は0.85X O. 32mを

測る。

袖部は比較的遺存状態は良く、暗褐色粘質土を貼り

付ける構造である。

図示した以外の出土土器破片総数は116点である。

均彰土器が口縁部 7点、体部20点である。劇杯形土器

が杯部 1点、脚部 2点である。甕形土器が口縁部 3点、

胴部80点、底部 3点である。

第136図 第76号住居跡出土遺物
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第76号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 口 径 器 高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

1 均； 12.8 (3.6) Al A C 25 埋土 日縁外反、稜部ヨコナデ＋箆削り、内面黒色

2 埒； 13.0 (3. 7) Al A C 25 埋土 段部ヨコナデ、稜部ヨコナデ＋箆削り、黒斑

3 壺 (6.1) Cl B B 40 埋土 頸部横、以下縦箆削り、外面黒斑

4 甕 19.0 (15 3) CE5 A B 40 埋士 口縁屈曲外反、頸部以下斜め、縦箆削り
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第137図第76号住居跡
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1 暗褐色 ローム粒微屈

2 暗褐色 ローム粒多屈
3 暗褐色 焼土粒、ローム粒少=・

a 暗黄灰色 炭化物 ・焼土微

b 暗褪色 焼土・焼土プロック多屈
c 暗赤褐色焼土

d 暗黄褐色 暗灰色 ・焼土プロック多品
e 焼士プロックと暗褐色土
f 暗褐色 焼土、炭化物少位

g暗褐色 焼土微虻

2m 

柱穴

1 黒褐色土とロ ームプロック
2 暗褐色土プロックとロームプロック

3 暗褐色土とロームプロック
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第84号住居跡（第138図）

本住居跡は K3Jl0グリッド付近に位置し、第 7住

居跡群東側のやや小形の住居跡群に含まれる。第62、

85号住居跡によって切られる。

平面形は方形、規模は4.07X 4. 06m、深さ38cmを測

る。

主軸方位は N-129.5°-W であるが、カマド軸は

若干ずれており N-121・-w を測る。

床面はやや凹凸がめだつ。掘り方は存在せず地山直

上に構築される。

壁は僅かに傾斜するが、掘り込みはしっかりしてい

る。

壁溝は第85号住居跡と重複する部分以外は存在し、

掘り込みは浅いがしっかりしている。

主柱穴は精森にもかかわらず 3本しか検出できな

かった。 3本はいずれも60cm前後で深い。P3は柱痕跡

が検出された。

柱穴配置は長方形状と 考えら れる。柱穴間隔は

PlP2が1.72m、P2P3が1.62m、PlP3が2.33mを測

る。

第138図 第84号住居跡・出土遺物
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B L~70.20 B‘ 
1 黒褐色 ローム粒多昼、炭化物少旦

2 黒褐色 ローム粒、焼土少品、炭化物粒少坦

柱穴

1 暗褐色 ローム、ロ ームプロック微最

2 暗褐色 粘性強、 炭化物少屈

3 暗褐色 ローム、ローム粒多屈、炭化物少贔
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貯蔵穴は存在しない。

カマドは南西壁やや南よりに設置されるが、第85号

住居跡との重複により遺存状態はごく悪く痕跡的であ

る。

燃焼部は底面の焼土が残存しているのみである。規

第84号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 日 径 器嵩 底径 胎土 焼成 色調

1 杯 12.0 (5 1) E2 B A 

2 高杯脚部 (4 7) ADl A B 
3 甕 19.6 (5.6) E5 A B 
4 甕 19.7 (6.8) DE2 A C 

第85号住居跡（第138図）

本1主居跡は K3L10グリッド付近に位置し、第84、

93、94号1柑吾跡を切り、第86号住居跡によって切られ

る。

平面形は南壁が若干歪むが略方形、規模は4.21X

3.83m、深さ42cmを測る。

主軸方位は N-59°-Eを測る。

床面はほぼ平坦、全体に硬質である。掘り方は存在

せず地山直上に構築される。

壁は僅かに傾斜するが、掘り込みはしっかりしてい

る。

壁溝はカマド部分と北西壁で一部途切れる以外は存

在し、掘り込みは浅いがしっかりしている。

主柱穴は 4本で、カマド側の Pl、P4はいずれも深

さ65c而呈で深く、カマド対壁側の P2、P3は深さ40cm

前後でやや浅い。 Plは柱痕跡力湘t出された。

柱穴配置は方形状である。柱穴間隔は PlP2が1.96 

m、P2P3が1.98m、P3P4が1.97m、PlP4が1.96 

mを測る。

貯蔵穴は存在しない。

カマドは北東壁やや南よりに設置される。遺存状態

は良好である。

燃焼部は箱形を呈し、規模は0.66X0.45m、深さ

0.32mを測る。中心部からやや右側にずれて、粗製の

埒形土器が2個体出土している。燃焼部から煙道部へ

はlOcrof呈の段をなして移行する。

残存率

30 

30 

20 

10 

模は1.17X0.32mを測る。燃焼部奥壁部分は掘り込ま

れる。

煙道部及び煙道部へ移行は85号住居跡による削平

で不明である。

右袖部分がかろうじて残存し、地山掘り残しである。

出土位置 備 考

埋土 稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 内面箆削り、摩滅顕著

埋土 口縁部外反、外面斜め箆削り

埋土 口縁部外反、外面斜め箆削り

煙道部はほぼ平坦でほとんど焼けていない。先端部

で材彰土器が出土している。

袖部は暗褐色粘質土の貼り付けにより構築される。

カマド壁は掘り込まれていない。

床面乃至床面より若干浮いた位置で、比較的多贔の

完形乃至完形にちかい遺物が出土している。分布範囲

はカマド左側（甕形土器2個体）と、南東壁から南西

壁下の主柱穴間 （甕形土器、杯形土器）に比較的集中

している。また床面ほぼ中央部に大形の河原石が2個

体出土している。

出土遺物は大部分が杯形土器で、その他鉢形土器、

爵洸多土器、甕影土器、須恵器杯、甕形土器等が出土し

ている。

須恵器甕形土器は埋土中の出土で、他住居跡出土の

ものと接合している。

杯形土器は口縁部が外反するもの、内傾するもの、

有段口縁のものが存在し、内傾するものの割合が比較

的高い。いずれも口唇部に沈線を持たない。有段口縁

のものは、体部が浅い。また模倣杯以外に粗製で器肉

が厚いものもある。

甕形土器は胴部が膨らむもので、最大径が日縁部径

とほほ等しい。法量に差がある。

図示したもの以外の総点数は778点である。杯形土

器234点（日縁部88、体部146）、高杯形土器口縁部 2点、

甕形土器（口縁部30、胴部499、底部13)512点である。
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今井川越田遺跡

第139図第85号住居跡
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一一三疇疇

｀ 見＿L=?O.20 -g ~L=?0.20 

1 黒褐色 焼土粒、炭化物粒少旦 柱穴

2 暗黒灰褐色 焼土粒、炭化物粒、ローム粒少羅 a 黒褐色 焼土粒多量、カマド天井部 1 黒褐色 ローム、ローム粒大量、焼土、炭化物少量

3 暗茶褐色 焼土粒、炭化物粒、ローム粒少輩 b 暗赤褐色焼土、焼土プロック多星 2 黒褐色 ローム、ローム粒多量、炭化物少量

4 黒褐色 焼土プロック、ロームプロック少量 c 黒色 炭化物層焼土粒子少量 3 暗灰褐色粘土質、ロ ーム、ローム粒少量

第85号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位四 備 考

1 須恵杯 13.0 (3 6) Fl A H 30 カマド ロクロ左回転

2 椀 8.5 5 3 5.6 Al A A 80 No.11 内外面指頭ナデ

3 椀 15 3 5.1 AE5 A E 40 No. 3 口縁部波状？体部未調部含む箆削り

4 椀 14 1 6.2 AD5 A E 95 No. 2 口縁部波状？体部箆削り

5 須恵器甕 19.0 (10.4) Dl A H 25 SJ25、86、168と接合 ロクロ右？回転、 20本／1.9cm

6 杯 11 0 5.4 A5 A B 20 埋土 器肉厚い、稜部ヨコナデ＋箆削り
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第140図 第85号住居跡出土遺物(I)
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今井川越田遺跡

第141図 第85号住居跡出土遺物(2)

23 

10cm 

番号 器種 ロ径 器裔 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

7 杯 13.6 (3.6) AE2 B A 25 埋土 器肉厚い、稜部工具ナデ＋箆削り、黒斑

8 況； 12 1 4.3 Al A E 90 No.10 ロ唇肥厚、稜部棒状工具十箆削り

， 況： 13 4 4.4 A2 A A 50 埋土 器肉淳い、稜部ヨコナデ＋箆削り

10 杯 13.8 (3.8) AE2 A B 50 No. l 段部ヨコナデ、稜部工具ナデ＋箆削り

11 況； 14 0 3.9 ADl A B 90 No. 6 段部ヨコナデ、稜部工具ナテ＋箆削り

12 杯 (13. 0) (3 75) ADl A B 40 カマド 稜部ヨコナデ＋箆削り、器肉厚い

13 杯 15.4 (4. 0) ADl A B 70 No. 8 稜部工具ナデ＋箆削り

14 坪 13. 0 4.1 AD2 A B 80 No.14 稜部工具ナデ＋箆削り、外面黒斑

15 坪 13.0 4.2 ADl A B 40 埋土 口縁小さく器肉薄い、稜部工具ナデ＋箆削り

16 j:不 11. 6 4.2 Al A E 30 埋土 稜部工具ナデ＋箆削り

17 小形顎 10.8 11.1 5.1 AE5 B E 100 No. 4 口縁直立頸部以下箆削り底部円環技法、黒斑

18 小形 猥 10.7 13.5 6.0 AE5 A B 95 No. 9 口縁直立頸部以下縦箆削り平底

19 小形 甕 12.9 20.0 (4.2) A2 A B 50 No. 7 砂質、口縁外反、頸部以下縦箆削り

20 甑 16.2 04.4) 6.5 AE5 A B 80 No. 9 小形単孔、口縁外反、頸部以下縦箆削り

21 甕 17.6 (8.0) AE5 B A 25 埋土 日縁やや外反、頸部以下斜め箆削り

22 鉢 (22. 7) (10.1) AE5 A C 10 埋土 頸部以下斜め箆削り

23 甕 20.0 (8. 9) C2 A A 25 埋土 日唇肥厚、頸部以下縦箆削り

24 壺 (22 1) AE5 A B 70 No.13、15 上部削り後ナデ、下部縦箆削り、黒斑

25 甕 17 6 31 1 6.0 D5 A B 40 埋土 口縁屈曲外反、頸部縦箆削り、底面木葉痕
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第86号住居跡 （第142図）

本住居跡は K3L10グリッド付近に位置し、第85、

87、93、97号住居跡を切り、周辺部ではもっとも新し

い住居跡である。

平面形はカマド壁、東隅部分が歪むが略長方形と考

えられる。規模は4.58X4.07m、深さ38cmを測る。

主軸方位は N-52.5°-Eを測る。

床面は重複する1i:J吾跡のため不明瞭で、全体に柔ら

かい。掘り方は存在しない。

壁は全体にはっきりしなかった。僅かに傾斜するが、

第142図 第86号住居跡・ 出土遺物

"'1 

SJ 85 

掘り込みはしっかりしている。

壁溝主柱穴、貯蔵穴等の施設は存在しない。

カマドは北東壁やや南よりに設置される。遺存状態

は比較的良好である。

燃焼部は箱形を呈し、規模は0.74X0.58m、深さ

0.20mを測る。燃焼部奥壁は掘り込まれ煙道部へは段

をなして移行する。

煙道部はほぽ平坦で、先端部は削平されたとみられ

る。現状で0.42X0.32mを測る。

袖部は暗褐色粘質土の貼り付けにより構築される。

言ロニ〖
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メ
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忍` /` 
.p~O- - /' 

を~ s 
、V

含
2m 

A L=?O. 20 A' 

胃
B_L~70. 20 _!I' 

｀ 
1 黒褐色 焼土粒、炭化物粒、口＿ム粒少贔

2 黒褐色 焼土粒、炭化物粒多星
3 暗茶褐色 焼土粒、炭化物粒、ローム粒少量

4 暗褐色焼土粒、炭化物多量

/

6

 

こ
。

10cm 

a 暗褐色 焼土粒、ローム粒少足
b 黒褐色焼土粒多戴

c 赤褐色焼土、焼土プロック多益

d 黒色 炭化物層、焼土粒多醤
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図示した出土遺物は、甕形土器口縁部、底部と編物

石 1個体である。

図示したもの以外の総破片点数は286点で、やや少

量である。杯形土器143点（口縁部37、体部106)、高杯

形土器脚部1点、甕形上器（口縁部20、胴部116、底部

6) 142点である。

今井川越田遺跡

第87号住居跡（第144図）

本住居跡は K3L10グリッド付近に位置し、第93号

住居跡を切り、北東隅を第86号住居跡によって切られ

る。

平面形は長方形、乃至カマド壁及びカマド対壁が斜

行する平行四辺形で、規模は5.64X 5. 05m、深さ 24cm

第143図 第85号住居跡、第86号住居跡(2)
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第86号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 日径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

1 甕 (16 1) (5.4) AE2 A F 10 埋土 口縁外反、頸部以下縦箆削り、器肉厚い

2 甕 (18.0) (5.6) AE2 A A 10 埋土 口縁屈曲外反、頸部以下斜め箆削り

3 甕 (19 0) (4.6) AD2 A A 10 埋土 口縁外反、頸部以下斜め箆削り

4 甑 (4.8) 5 0 Al A A 10 埋土 小形単孔

5 甑 (4.3) (7.0) E5 B E 25 埋土 小形多孔
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を測る。

主軸方位は N-88°-Eを測る。

床面はほほ平坦、住居跡の重複にも関わらず全体に

硬質である。掘り方は存在せず、貼り床も検出できな

かった。

壁は僅かに傾斜するが、掘り込みはしっかりしてい

る。

壁溝柱穴は存在しない。

貯蔵穴はカマド右側に位置する。平面形は隅円長方

形状、規模は1.04X0.69m、カマド側がピット状に深

く、深さは80cmを測る。

カマドは東壁やや南よりに設置される。遺存状態は

良好である。

燃焼部は良く焼けており、箱形を呈し規模は0.77X 

0.56m、深さ0.28mを測る。燃焼部と煙道部の軸線は

僅かにずれている。燃焼部から煙道部への底面の移行

は緩やかである。

煙道部は外方に向かって緩やかに立ち上がる。ほと

んど焼けていない。規模は1.10X0.50mを測る。

袖部は暗灰褐色粘土の貼り付けにより構築される

が、右袖部分の壁は大きく掘り込まれる。両袖先端部

には甕形土器破片か散布しており、袖先端部に補強甕

の存在が考えられる。

床面出土遺物は、カマド周辺部と貯蔵穴内に限られ

る。

出土遺物は大部分が杯形土器で、その他高杯形土器、

曾研多土器、甕影土器、須恵器蓋及び土錘 1点が出土し

ている。須恵器蓋は小破片で埋上中の出土である。

図示したもの以外の総点数は1,532点である。杯形

土器（口縁部203、体部436)639点、高杯形土器（口縁

第87号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調

1 須恵蓋 (13.0) (3.0) Fl A I 

2 杯 12 0 (3.1) Al A C 

3 杯 11 2 (3.8) Al A C 

4 杯 12.0 (3 8) ACl A A 

5 均； 11 8 3 8 ACl A B 

6 j:不 11 1 3 9 ACl A C 

7 杯 11.3 3 4 ACl A B 

残存率

20 

25 

25 

30 

40 

100 

95 

部6、脚部3) 9点、鉢形土器（口縁部12、体部6)

18点、甑形土器底部 1点、甕形土器（口縁部68、胴部

774、底部23)865点である。

さらに貝巣穴痕泥岩が2個体、総重量5.89gが出土

している。

均彰土器は、口縁部が大きく外反するもの、及び有

段口縁は少量で、主体をなすのは、小さく外反ないし

直立するものである。体部がやや深いもの (5、6) 

と浅いものが存在する。

稜部の造出手法は、口縁部を横撫でした後、体部の

箆削りによって造出しているものが大部分で、棒状工

具の併用により沈線状に凹むものは少ない。また成形

手法上の特徴として稜下部に粘土のしわ（未調整部分）

が存在するもの(13~16)がある。体部内面の不明瞭

な指頭厚痕と対応しており、粘土の曲げによる成形が

うかがわれる。

その他、やや大形で口縁部が小さく直立ないし、内

傾する、体部力咽架い杯形土器（17~20)が少量存在す

る。稜部の造出手法は小形のものとほぱ同一である。

体部箆削りについては若干の相違があり、大形のもの

は体上半部は非常に丁寧な箆削りで、単位が不明瞭で

ある。

甕形土器は胴部の張りがなく、頸部の段が残るもの

と、縦箆削りされるものが併存する。

出土位置 備 考

埋土 ロクロ右回転

埋土 口縁外反、稜部ヨコナデ＋箆削り、器肉薄い

埋土 1J縁内湾段部ヨコナデ稜部工具ナデ＋箆削り

埋土 日唇肥厚段部棒状工具稜部棒状工具＋箆削り

No. 7 口唇外反、稜部ヨコナテ＋箆削り、黒斑

カマド十No28 口唇外反稜部ヨコナデ＋箆削り内面指頭ナデ

No. 2 口縁外反、稜部ヨコナデ＋箆削り

―-162 -



今井川越田遺跡

第144図 第87号住居跡
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黒褐色

暗茶褐色

暗茶褐色

暗茶褐色

暗灰褐色

黒褐色

焼土粒、炭化物粒少塁

焼土粒、炭化物粒多量、口＿ム粒少量

焼上粒、ローム粒多塁

焼土粒、炭化物粒少量、ロ ーム粒少量

焼土粒多量

炭化物層、焼土粒少量

貯蔵穴

1 暗褐色焼土、炭化物多盤

2 暗褐色 焼土、焼士粒多量、炭化粒多量

3 暗黄褐色 焼土少量、ローム、ローム粒多量

4 暗褐色 灰褐色粘土少鼠、焼土少量
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第145図 第87号住居跡出土遺物（I)
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今井川越田遺跡

第146図 第87号住居跡出土遺物(2)
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｀ 
5cm 

番号 器種 日径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

8 杯 11.5 3.6 AE2 B H 100 No. 9 日縁やや外反、稜部工具ナデ？ ＋箆削り

， 況： 12.0 3.5 A2 A C 100 No. 3 + 12 口縁外反、稜部ヨコナテ‘十箆削り

10 杯 11. 5 3.5 A2 A B 90 No.11 口唇肥厚、稜部ヨコナデ？ ＋箆削り

1 1 杯 11. 4 3.5 Al A A 80 埋土 日縁直立、稜部ヨコナデ＋箆削り

12 杯 11.2 3.7 Al A B 80 No. 2 6 日縁外反、稜部工具ナテ＇＋箆削り（含未調）

13 杯 11. 0 3.6 Al A B 70 No. 4 ロ唇肥厚、稜部ヨコナデ＋箆削り（含未調）

14 杯 11.1 3.7 Al A B 90 No.27 口縁外反、稜部ヨコナデ＋箆削り（含未調）

15 杯 11.0 3.5 ADl A B 80 No. 8 日唇肥厚、稜部ヨコナテ‘十箆削り（含未調）

16 杯 12.0 3 7 ACl A E 90 No. 5 段部工具、稜部工具ナデ＋箆削り（含未調）

17 埒； (13.0) (3.0) Al A E 25 埋士 口縁内湾、稜部ヨコナデ＋箆削り

18 杯 13.3 (4.4) Al A E 25 埋土 日縁内傾、稜部ヨコナデ＋箆削り

19 埒： 13.6 5 5 Al A E 25 埋土 日縁内傾肥厚、稜部ヨコナデ＋箆削り

20 杯 13.5 5 3 ACl A B 90 No.10 日縁直立、稜部ヨコナデ＋箆削り（含未調）

21 小形壺 8.0 (6 1) Al A C 20 埋土 日縁小さく直立

22 高士不脚部 (2 8) Al B C 60 埋士 接合部、摩滅顕著

23 鉢 (21.6) (6 5) E5 A A 10 埋土 口縁外反、頸部以下斜め箆削り

24 甑底部 (7.4) (9 0) A5 A B 10 埋土 大形単孔、先端とがる、 黒斑

25 甕口縁部 18.0 (3.2) AC2 A E 40 埋土 口縁外反、頸部以下箆削り

26 甕口縁部 (20.0) (4 8) AC2 B E 10 埋土 口縁外反、頸部縦箆削りによる段

27 甕 (22.0) (7 5) C2 A B 20 No.19 日縁屈曲外反、頸部縦箆削り

28 甕 (22.0) (4 5) CD2 A E 20 カマド 口縁外反屈折、頸部斜め箆削り

29 甕 22.2 (20.3) E5 A E 60 カマド 十No.20 口縁外反、頸部以下横箆削りによる段

30 甕胴部 (10.0) C2 A E 50 No.17 外面縦、斜め箆削り

31 甕底部 (3.2) 5 8 E2 B B 50 埋土 外面斜め箆削り、器肉厚い

32 甕底部 (5.1) 3 3 CE2 A E 70 カマド 小形底部、外面斜め箆削り、器肉薄い

33 上 錘 長径(6.2)X最大径1.7 X孔径0.5(cm)、重量14.8g 
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第BB号住居跡（第147、14B図）

本住居跡は K3L9グリッド周辺に位置し、第 7住居

跡群のうち、南側の主に大形住居跡が分布する範囲に

存在する。第89、90号住居跡を切り、カマド先端部は

第93号住居跡と接する。

平面形はカマド壁力咋『干歪み、南壁が斜行するが略

長方形で、規模は6.92X6.40m、深さ32cmを測る。

主軸方位は N-73°-Eを測る。

床面はほぼ平坦で全体に硬質である。掘り方は存在

せず、貼り床も検出できなかった。

壁はほぼ直立し、いずれの部分も掘り込みはしっか

りしている。

床面出土遺物は炭化物以外はほとんどない。

壁溝はカマド部分から南東隅部、及び北西隅部分を

除いて一巡する。全体に幅狭く掘り込みはしっかりし

ている。

柱穴は 4本で、 P4がややはずれた位置に存在する。

カマド側の 2本は細く径30cm程で、 Plがやや浅い。東

壁側の 2本は太く径46~53cm程で、 P3がやや浅い。

P2、P3は柱痕跡力渇謳された。

柱穴配置はカマド壁側が開く台形状である。柱穴間

怜届は P1P2が3.45m、P2P3が3.50m、P3P4が3.58

m、P1P4が4.34mを測る。

貯蔵穴はカマド右側に位置する。平面形は隅円長方

形状、規模は1.20X0.75m、カマド側が楕円形(0.60X 

0.46m)のピット状に深く、 35cmを測る。

カマドは東壁やや南よりに設置される。遺存状態は

良好である。

第88号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 日径 器高 底径 胎土 焼成 色調

1 灰釉 蓋 11. 4 (1.8) Fl A I 

2 須 恵蓋 11 6 4.0 E2 B H 

3 坑 12 0 (2.9) Al A H 

4 均； 12 0 4.6 Al B B 

5 杯 11.8 (3. 7) Al A E 

6 杯 11 2 3.7 Al A C 

7 杯 12.6 (4. 9) Al B A 

8 杯 12.4 4.3 A2 A C 

9 況； 12 0 (3 6) Al A B 

10 況： 13 0 (4.0) Al A E 

残存率

40 

60 

25 

40 

25 

40 

25 

50 

25 

30 

燃焼部は上半部が良く焼けており、両袖の赤変硬化

がみられる。箱形を呈し、規模は0.67X0.52m、深さ

0.38mを測る。焚き口部に倒れ込んだ状態で土製支脚

が出土しているが、位置は中央からやや左側にずれて

いる。燃焼部と煙道部の軸線は同一である。燃焼部か

ら煙道部へは段をなして移行する。

煙道部底面は平坦で、ほとんど焼けていない。規模

は1.29X O. 39mを測る。

袖部は暗褐色粘質上の貼り付けにより構築される。

袖部分の壁は直線状で揺り込まれていない。

出土遺物は杯形土器が主体で、その他高杯形土器、

甕形土器、須恵器蓋及び臼玉1点、土錘5点が出土し

ている。図示したもの以外の総点数は2,353点である。

杯形土器（日縁部303、体部577)880点、高杯形土器ロ

縁部 5点鉢形土器（口縁部 8、体部20)28点、甕形

土器（口縁部93、胴部1,287、底部60)1,440点である。

さらに貝巣穴痕泥岩が冽固体、総重量23.15gが出土

している。

第92号跡（第147図）

第88号住居跡土層断面によると第 4、5層堆積後、

埋没過程での再利用が行われたと考えられ、第 2、3 

層中には多量の炭化物、焼土が含まれていた。

分布範囲は略長方形を呈し（住居跡中央の長方形範

囲で規模は3.72X 3.30m）、この範囲を竪穴状遺構と

して分離し、第92号跡とする。

壁の立ち上がりは不明瞭で、緩い傾斜である。北東

隅で焼士（スクリーントーン部分）が出土している。

出土位置 備 考

埋土 ロクロ左回転

埋土 ロクロ右回転、天井部一定方向の削り

埋土 日唇肥厚稜部横ナデ＋箆削り加熱で歪み顕著

埋土 日唇肥厚、稜部棒状工具＋箆削り、内面黒色

埋土 口縁屈曲外反、 稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 口縁屈曲外反、稜部ヨコナデ？ 十箆削り

埋土 ロ唇肥厚、稜部枠状工具＋箆削り、内面黒色

埋土 口縁やや屈曲外反、稜部工具ナデ？ ＋箆削り

埋土 口縁やや屈曲外反、稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 日縁やや屈曲外反、稜部工具ナデ＋箆削り
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第147図 第88号住居跡(I)
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第148図 第88号住居跡（2)、第89• 153号住居跡
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1 黒褐色 ローム粒、焼土多、炭化物粒少量

2 黄褐色 ローム、焼土、炭化物粒微量

3 暗褐色 ローム粒、焼士、炭化物粒多塁

4 暗褐色 ローム粒多、焼土多羅

a 黒褐色 焼土少、ローム粒、プロック多、炭化物

b 暗褐色 焼土、焼土プロック、ロームプロッ

c 暗褐色 焼土少、ロ ーム粒、炭化粒多星

d 暗褐色焼土大輩、天井崩落土

e 暗褐色焼土、炭化物粒多監

f 暗褐色焼土、焼土粒、炭化物多量

g 黒色 炭化物層、焼土・ロ ーム粒微量ク多塁

貯蔵穴

1 暗灰色粘性強、ロームプロック多、焼土粒少量

1 黒色 ローム粒、ロームプロック多、炭化物少量

2 黒色焼土、炭化物少量
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今井川越田遺跡

第149図 第88号住居跡出土遺物(I)
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第150図 第88号住居跡出土遺物(2)
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番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

11 :I:不 12 0 3.7 Al A B 80 埋士 口縁外反、稜部棒状工具＋箆削り

12 況； 12 8 5 0 Al A B 50 埋士 口唇肥厚、稜部棒状工具＋箆削り

13 況： 12 1 4 9 Al A B 80 埋土 口唇肥厚、稜部棒状工具＋箆削り、黒斑

14 杯 12 3 3 8 Al A B 80 埋士 段部工具ナデ、稜部棒状工具＋箆削り

15 況： 11.6 (3 2) E2 A B 40 埋土 ロ唇沈線、稜部ヨコナデ＋箆削り、赤色塗彩

16 杯 12.2 (3.8) Al A B 60 埋土 口縁外反、稜部棒状工具＋箆削り、内面黒色

17 杯 12.5 (4.4) Al A B 90 埋土 砂質、日縁外反、稜部棒状工具＋箆削り

18 杯 13 2 4.6 Cl A F 70 埋土 ロ唇沈線段部工具ナデ稜部工具ナデ＋箆削り

19 杯 14 1 (4.4) Cl A A 60 埋土 ロ唇沈線段部棒状工具稜部棒状工具＋箆削り

20 均： 14 0 4.5 Cl A A 60 埋上 口縁内湾段部沈線、稜部棒状工具十箆削り

22 況； 13 6 4 2 Al A B 50 埋土 段部棒状工具、稜部棒状工具＋箆削り

23 杯 15.6 5 8 ACl A C 30 埋土 ロ唇外反、稜部ヨコナデ＋箆削り、器肉厚い
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今井川越田遺跡

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

25 椀 (11.0) (4 6) Al A B 30 埋土 器肉薄い、黒斑

26 杯 15.2 3 3 A2 A E 60 埋土 口唇肥原、段部沈線、稜部工具＋箆削り

27 鉢 18.0 (7.6) CE2 A E 25 埋土 段部工具ナデ、稜部ヨコナデ＋箆削り

28 甕 (19.6) (5.4) E5 B B 10 埋土 外面二次加熱で灰色変色

29 丸 甕 20 0 (6.3) E5 A B 20 埋土 日唇肥厚、頸部縦箆削り痕、器肉厚い

30 甕 (18.8) (6.2) AE5 A B 10 埋土 口縁屈折外反日唇肥厚、頸部縦箆削り痕

31 甕 19 0 (4.8) AE5 B B 30 埋土 口唇尖る、頸部横箆削り痕、外面輪栢み痕

32 甕 (20 0) (4.6) AE5 A A 10 埋土 口縁外反、頸部横箆削り痕、器肉厚い

33 甕 24 0 (7.0) CD2 A E 25 埋土 日縁外反、頸部縦箆削り痕、器肉厚い

34 糊 21 5 (2.5) CE2 A E 60 埋土 口縁外反、頸部縦箆削り痕、器肉薄い

35 甕 21 0 (20.1) Cl B B 50 埋土 口縁大きく外反、頸部縦箆削り痕、器肉薄い

36 高杯脚部 (4 9) AEl A C 60 埋土 内面箆削り

37 顎底部 (1 8) 5.0 Cl A E 20 埋土 平底、底面木葉痕

38 甕底部 (1.7) (5.0) Cl A E 10 埋土 平底、底面木葉痕

39 甕底部 (10 9) 5 7 Cl B A 60 埋土 平底、箆削り器肉厚い、黒斑

40 上製支脚 4.6 14 6 5.4 Al A E 90 No. l 円柱状上下面円孔、指頭及びエ具ナデ

41 土 錘 長径(2.4)X最大径1ox孔径04(cm）、重械1.8g 

42 土 錘 長径(2.6)X最大径(13) X孔径(04) (cm)、重贔27 g 

43 土 錘 長径(42) X最大径1.2X孔径0.5(cm)、重屈5.3g 

44 土 錘 長径(71) X最大径125X孔径0.4(cm)、重蜀12.5g 

45 土 錘 長径(64) X最大径185X孔径06(cm)、直最20g 

46 臼 玉 上径1.2X下径14X孔径035X厚さ0.65(cm)、重簸2.9 g 

第89号住居跡（第148図）

本住居跡は K3K9グリッド付近に位置し、第153号

1諏 跡を切 り、第88号住居跡によって切られる。

現状では北端部が残存するのみである。

平面形は東壁が不明瞭であるが方形乃至長方形と考

えられる。規模は4.66X2.20（現在長） m、深さ10cm

前後を測る。

主軸方位は N-70°-Eを測る。

床面はほぼ乎坦で全体に硬質、地山直上に構築され、

掘 り方は存在しない。

壁は僅かに傾斜する。壁溝、主柱穴、貯蔵穴等の施

第151図 第89号住居跡出土遺物
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ロ
ロ
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設は存在しない。

出土遺物は少量で杯形土器以外に土錘が1個体出土

している。

第153号住居跡（第148図）

本住居跡は K3K9グリッド付近に位置し、第89号住

居跡によって切られる。現状では三角形状の北端部が

残存するのみで竪穴状遺構とも考えられる。

平面形は方形乃至長方形をなすものと考えられる。

規模は現在長で2.78X 1.03m、深さ10cm前後で主軸

方位は N-90°-Eを測る。出土遺物はない。

こ

□ 
5cm 
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第90号住居跡（第152、153図）

本住居跡は K3L8グリッド付近に位置する。

第 7住居跡群の中央部～南側に展開する大形住居跡

に周囲を囲まれたような景観を呈する。

新旧関係は、本1打吾跡が第91、154号住居跡を切り、

第88、100、151号住居跡によ って切 られる。

重複顕著でカマ ド壁とその対壁しか残存していない

が、平面形は略長方形と考えられる。規模は5.17X

4.66m、深さ25cmを測る。

主軸方位は N-29°-W を測る。カマド軸は僅かに

ずれており N-25.5°-Wを測る。

床面はほぼ平坦で全体に硬質である。掘り方は存在

せず、貼り床も検出でき なかった。

壁はほぼ直立し、掘り込みは比較的しっかりしてい

る。

壁溝はカマド壁には存在せず、南壁及び東西壁下に

設置される。全体に幅狭く掘り込みはしっかりしてい

る。

柱穴は 3本で、北西部分の相当する位置には精査に

も関わらず、柱穴は検出できなかった。 Pl、P3はやや

浅い。 P2は径60cm、深さ62cmを測る。いずれも柱痕跡

は検出されなかった。

柱穴配置は現状では正三角形状で、 P3が貯蔵穴に

第90号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調

1 ミニチュア 5 5 4.1 2.8 Al A B 
2 均： 14 0 4.5 Al A A 
3 杯 (15.0) (3 8) ADl A B 
4 杯 11.8 4.3 Al A B 

5 坑 13.2 4.5 Al A C 
6 杯 13.8 4 6 Al A C 
7 鉢 (23.0) (6.2) DE5 B C 
8 甕 18.4 (7.8) AE5 A B 
9 甕底部 (9 6) 4.3 Al A B 

10 甕底部 (1 7) 6.0 Al A B 
11 甕 19.3 (20 2) E5 A B 
12 甑 23.6 (22.6) (10.6) E5 A B 

残存率
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50 

隣接する。柱穴間隔は PlP2、P2P3ともに2.35m、

PlP3が3.31mを測る。

貯蔵穴はカマド右側に設置され、平面形は楕円形状

で径0.64XO.53m、深さ0.32mを測る。底面はカマド

側がピット状にやや深い。

カマドは北壁やや西よりに設置され、カマド壁はや

や歪む。遺存状態は良好であ る。

燃焼部は内面が良く焼けており、両袖の赤変硬化が

みられる。底面平坦。箱形を呈 し規模は0.92X0.52m、

深さ0.22mを測る。燃焼部奥壁から緩い段をな し煙道

部へ移行する。

煙道部は僅かに壁外へ傾斜する。規模はl.18X0.27

mを測る。

柚部の構造は、黄灰色粘質土を主体として基部を構

築 し、灰黒色粘質土を貼り 付けるもので、左袖先端部

に長甕を設置 している。カマ ド壁は左柚部分はほとん

ど掘り込まれていないが、右袖部分は大きく壁外に掘

り込まれる。

カマド燃焼部内及び右袖の外側部分から、床面から

若干浮いた状態で臼玉が5個体出土している。

その他杯形土器、鉢形上器、甕形上器以外にミ ニチュ

ア土器が出土している。

出土位置 備 考

埋土 内外面指頭ナデ、底部周縁未調
埋土 口唇肥厚、稜部ヨコナデ＋箆削り、黒斑
埋土 段部ヨコナデ、稜部工具ナデ＋箆削り
埋土 日縁外傾、稜部棒状工具＋箆削り
埋土 ロ唇肥厚、稜部ヨコナテ？ ＋箆削り
埋土 口縁内湾、稜部棒状工具＋箆削り、歪み顕著
埋土 ロ唇肥厚、稜部ヨコナデ＋箆削り、黒斑
埋土 口唇肥厚、頸部縦箆削り、輪積み痕
埋土 上げ底、円環技法か？底面木葉痕
埋土 平底、箆削り、外面砂付着
No. 4 口縁外反、頸部以下縦箆削り、輪積み痕
埋上 大形単孔、胴部縦箆削り

13 臼 玉 上径l.3X下径l.25X孔径03X厚さ03(cm)、重最04 g 
14 臼 玉 上径0.9X下径l.3X孔径0.4(cm)、重晟17 g 
15 臼 玉 上径12X下径l.3X孔径04X厚さ0.8(cm)、重屈14 g 
16 臼 玉 上径09X下径1.25X孔径0.4X原さ055(cm)、重罰1.6g 
17 臼 玉 上径l.3X下径1.4X孔径0.4X厚さ07(cm)、重屈16 g 
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第152図 第90• 154号住居跡
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1
2

3
4

a
b
c
d
e
f
 

黒褐色

黒褐色

黒褐色

暗褐色

暗褐色

暗褐色
暗褐色

黒色

灰黒色

黄灰色

ロームプロック多量

ローム粒、焼土少量

ロームプロック微星

ローム、ローム粒、焼土少塁

灰褐色粘土、焼土、焼土粒少鼠

灰褐色粘土、焼土、焼土プロック少量

灰褐色粘土、焼土、炭化物少星

灰褐色粘土、炭化物少量

粘性強、ロームプロック少量

粘性強

貯蔵穴

1 黒色 粘性強、焼土粒、ロ ームプロック少鼠

2 黒灰色 粘性強、ロームプロック多量

柱穴

1 灰黄色 ローム多含粘性あり、しまりあり

2 黒色 粘性強、ロ ームプロック少星

柱穴

1 黒褐色

2 暗褐色

3 黒褐色

ロームプロック大盟

ロームプロック多羅

ローム粒、プロック多量、焼土粒微星
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第 15 1号住居跡甜土層註

a 暗褐色 焼土少呈、ローム、ローム粒少呈

b 暗赤褐色 焼土、焼土プロック大品

c 黒褐色 焼土、焼土粒、焼土プロック多量

柱穴土層註

1 暗黄灰色 粘性強、ロームプロック・ローム粒多昼

2 黄褐色 粘性強、白色粘土少塁含。

3 暗灰色 粘性強、ローム粒多星、炭化物少量

4 黄灰色粘性強、マンガン粒少皇

5 灰色 粘土、ロ ームプロック少鼠

貯蔵穴

1 暗褐色 ロームプロック、焼土少塁

2 暗褐色焼土、焼土粒、焼土プロック少益

3 暗褐色 炭化物、ロームプロック多量

4 暗褐色焼土、焼土粒多鼠、炭化物少昼

第154号住居跡（第152、153図）

本住居跡は K3M8グリッド付近に位置し、第88、90

号住居跡によって切られる。

平面形は不明確であるが方形乃至長方形と考えられ

る。規模は4.48（東西） X2.34（南北現在長） m、深さ

24cmを測る。

主軸方位は N-34°-W を測る。第90号1担吾跡(N-

26.5°-E) とは若干のずれがある。

床面はほぼ平坦で全体に硬質である。地山直上に床

面が構築され、掘り方は存在しない。
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第154図 第90号住居跡出土遺物
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壁は僅かに傾斜するが、 掘 り込みはしっかりしてい

る。壁溝は西壁の一部以外に存在する。幅狭く掘り込

みはしっかりしている。

柱穴は南西隅部分に 2カ所検出された。いずれも大

第154号住居跡出土遺物観察表

形で深い（径45X深さ70cm)。貯蔵穴等の施設は検出で

きなかった。

出土遺物は少最である力藩扉物石 2個体が出土してい

る。

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

1 況： 12 5 (4.4) Al A B 30 No. 5 稜部ヨコナデ＋箆削り

2 椀 14 0 (6 0) Al A B 50 No.4、SJ156と接合 口縁外反、体部箆削り、器肉厚い、黒斑

3 小形甕 (16 3) (4 4) Al A B 10 埋土 口縁外反、頸部以下縦箆削り

4 壺 20 6 (9.0) Al A B 90 No. 2 砂質、口縁有段外反、器肉厚い

5 甑 25 5 26.9 8 3 A2 A B 80 No. l 大形単孔、胴部縦箆削り、輪梢み痕、黒斑

6 甕底部 (3.3) 6 6 E5 B F 80 No. 3 凸出やや上げ底、底面箆削り
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第155図 第154号住居跡出土遺物
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第91号住居跡（第156、157図）

本住居跡は K3K7グリッド付近に位置し、本住居跡

が第95、99、152号住居跡を切り、第91号住居跡によっ

て切られる。第100号住居跡と接しており、第88号住居

跡とは僅かに距離をおく。

平面形は西壁か整わないが、東、南壁はほぼ直交し、

台形乃至略長方形と考えられる。規模は6.35X5. 08 

m、深さ36cmを測る。

主軸方位は N-18°-Wを測る。カマド軸は若干ず

れており N-29°-Wを測る。

床面はほほ平坦で全体に硬質である。掘り方は存在

せず、貼り床も検出できなかった。北東隅で上層から

流れ込んだ状態で焼土が検出された。

壁は西壁の検出が困難であったが、ほほ直立し掘り

込みはしっかりしている。

壁溝はカマド壁及び西壁下、南東隅には存在せず、

南壁及び東壁下に設置される。全体に掘り込みはしっ

かりしている。

柱穴は西壁側の 2本 (Pl、P2)と考えられ、他に深

さ5cm前後の浅いピットが2カ所 (P3、P4)検出され

た。 Plは径27cm、深さ22cmと細くやや浅い。 P2は太

＜径37cm、深さ70cmを測り、柱痕跡（径17cmX深さ64

cm)ヵ喉出された。

柱穴配置は不明確であるが、住居跡主軸にほほ並行

していたものと考えられる。柱穴間隔は P1P2が2.94

mを測る。

貯蔵穴は存在しない。

カマドは北壁やや西よりに設置され、カマド壁は住

居跡主軸に対してやや斜行する。遺存状態は良好であ

る。

燃焼部は内面が良く焼けており、両袖の赤変硬化が

みられる。箱形を呈し、規模は0.66X O. 39m、深さ0.35

mを測る。内奥部から浮いた状態で椀形土器が出土し

た。燃焼部から煙道部へは平坦なまま移行する。

煙道部は僅かに斜行し、先端部がやや細い。底面ほ

ぼ平坦。規模は0.84X O. 26~0.37mを測る。

袖部の構造は、両袖先端部に長甕を補強し暗褐色粘

土を貼り付けて構築される。カマド壁は両袖ともほと

んど掘り込まれていない。

杯形士器、椀形土器、 高杯形土器、鉢形土器、甕形

土器以外に角閃石安山岩製の砥石、編物石、土錘が出

土している。
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第156図 第91 • 99号住居跡
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1 黒褐色シルト 焼土微贔、ローム粒、炭化粒微鰍

2 暗褐色シルト 焼土、炭化粒少員

3 黒褐色シルト 焼土少量、ローム粒、プロック多量

4 黒褐色シルト 焼土、炭化粒少量

a 淡灰色粘土 やや砂質

b 暗褐色粘質土 口＿ム粒、口＿ムプロック

c 灰褐色土 ローム粒多量

d 暗褐色粘質土

e 暗褐色粘土

- 177-

G' D L=70.30 D' 

“ 
柱穴

1 黒色 ローム、ローム粒、焼土少星

2 黒褐色 ローム、ローム粒多量、炭化物少最

3 暗黄褐色 粘土質、ローム、ローム粒大量

第99号住居跡 甜土層註

a 暗灰黄褐色 焼士粒、ローム粒、炭化粒少鎚

b 暗褐色 焼土、ローム粒、炭化粒少星

c 暗褐色 ローム粒、炭化物少鼠

2m 



第157図 第91号住居跡（2)、第95• 152号住居跡(I)
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第158図 第91号住居跡出土遺物
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第91号住居跡出土遺物観察表

番サ 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率

1 杯 12 0 4.2 Al A B 25 

2 杯 14.0 (4 0) Al A C 25 

3 況； 13 0 5 2 Al A A 40 

4 j:不 15 0 (4 5) Al A C 90 

5 杯 13 0 4.9 Al A A 25 

7 杯 14.0 4 5 ACl A E 25 

8 高 杯 13 0 (3 3) Al A C 25 ， 小形鉢 13 4 9 4 2.6 AE5 B C 95 

10 鉢 (20 2) (7 1) E5 A E 10 
11 高杯脚部 (3.8) Al A B 70 

12 高杯脚部 (6. 9) Al A C 50 

13 甕 (18 0) (3 2) E5 A B 10 
14 甕 (20 0) (5 4) AE5 A E 10 
15 甑 (20 0) (6.6) E5 A B 10 

16 甕底部 (4 1) 4.8 AE5 A A 60 

17 甕 17 3 32 5 (5.1) AE5 A B 90 

18 甕 18.0 33.6 5.3 AE5 A B 90 

19 砥石？

21 土 錘 長径(32) X最大径（1.5)X孔径(0.5)(cm)、重量37 g 

22 土 錘 長径(24) X最大径l.85X孔径0.5(cm)、重羅7g

23 土 錘 長径(46) X最大径2.QX孔径0.5(cm)、重麗3.7 g 

第99号住居跡（第156、157図）

本住居跡は K3L7グリッド付近に位置する。

大部分が第91号住居跡によって切られ（同住居跡の

カマド付け替えの可能性もある）、カマド煙道部のみ残

存したものである。

主軸方位は N-133.5°-Wを測る。

出土遺物はない。

第95号住居跡（第157、159図）

本住居跡は K3K7グリッド付近に位置する。

大部分が第152号住居跡によって切られ（同住居跡

のカマド付け替えの可能性もある）、カマド煙道部のみ

残存したものである。規模はl.22X0.37m、主軸方位

はN-15°-Wを測る。

出土遺物はない。

第152号住居跡（第157、159図）

本1担吾跡は K3K~L7グリッド付近に位置し、第95

号住居跡を切り 、第68、91、96、99号1主居跡によって

出土位置 備 考

埋土 ロ唇凹む、稜部工具ナデ＋箆削り、器肉薄い

埋土 口縁外反、稜部ヨコナデ＋箆削り、摩滅顕著

埋土 ロ唇肥厚、稜部工具ナデ＋箆削り

埋上 ロ唇肥厚、稜部棒状工具十箆削り

埋土 段部工具ナデ、稜部工具ナデ＋箆削り

埋土 段部棒状工具、稜部棒状工具＋箆削り

埋上 ロ唇部肥厚、摩滅顕著

No. 3 口縁外反、頸部指頭ナデ、以下縦箆削り

埋土 ロ唇平坦、頸部以下斜め箆削り

埋土 内面絞り痕

埋土 長脚、内面輪積み痕

埋土 ロ唇直立、頸部以下縦箆削り

埋士 口縁外反、頸段部以下縦箆削り

埋土 ロ縁外反、頸段部以下横、縦箆削り

埋土 やや上げ底、底面木葉痕

No. 2 ロ唇肥厚、頸部以下縦箆削り、平底器肉厚い

カマド 口縁外折、頸部以下縦箆削り、平底、黒斑

切られ、第100号住居跡と接する。西壁はごく新しい溝

による攪乱を受けている。

平面形は略方形で、規模は6.83X 6. 62m、深さ30cm

を測る。主軸方位は N-105.5°-Wを測る。

床面はほほ平坦で全体に硬質である。掘り方は存在

せず、貼り床も検出できなかった。

壁は東、南壁が第91号住居跡とほぼ重なる。ほぼ直

立し掘り込みはしっかりしている。

壁溝はカマド部分で一部及び南東隅で途切れる他は

一巡する。全体に掘り込みは しっかり している。

柱穴は 4本で、深さは Plが70cm、P3が52cm、P4が

62cmと深いが、 P3は浅い。 Plは不明瞭であるが柱痕

跡（径16cmX深さ64cm) と考えられる。

柱穴配置は P4がややずれるが略長方形状配置と見

られる。柱穴間隔は P1P2が3.73m、P2P3が3.71m 

P3P4カゞ 4.23m、P1P4カゞ 3.69mを測る。

貯蔵穴はカマド左側に設置される。平面形は楕円形

状で規模は径0.58X0.66m、深さ0.48mを測る。

カマドは西壁ほほ中央部に設置される。遺存状態は
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第159図第95• 152号住居跡(2)
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第95号住居跡寵土層註 柱穴

a 黒褐色焼土、焼土粒、炭化物多量 1 暗褐色 硬質、ロームプロック少罷

2 暗褐色焼土、 炭化物微伍

3 暗褐色焼土プロック大昼

第 15 2号住居跡盗土層註 4 灰褐色 炭化物、焼土プロック多品
a 暗灰褐色粘土

b 暗褐色 粘性強、焼土、焼土粒多量 貯蔵穴

c 暗赤褐色焼土、焼土粒大最 1 暗褐色 ローム、 ロームプロック少絨

d 黒褐色 ローム粒、焼土炭化物多星 2 黒褐色 ローム、焼土粒、炭化粒多批
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悪く完全に潰れた状態であった。燃焼部は底面が良く

焼けており焚き口部分には土器片が集中していた。規

模は0.93X O. 54m、深さ0.10mを測る。

煙道部は攪乱により不明である。

袖部の構造は、地山を僅かに掘りくぼめ、左袖先端

部に長甕を補強し暗灰褐色粘土を貼り付けて構築され

る。カマド壁は両袖とも掘り込まれていない。

第160図 第152号住居跡出土遺物

第93号住居跡（第161図）

本住居跡は K3L10~11グリッド付近に位置する。

第94号住居跡を切り、第85、86、87号住居跡によっ

て切られ、第88号住居跡カマド煙道部と接する。

平面形は平行四辺形乃至長方形で、規模は5.93X

5.81m、深さ45cmを測る。

長軸方位は N-101.5°-Wを測る。カマ ド軸は若

□ 

＼ 
10cm 

第152号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

1 椀 8.7 8.7 7 0 AE5 B B 90 No. 6 口縁湾曲、体部指頭ナデ、箆削り、器肉厚い

2 況： 13.5 4.6 AE5 A B 80 No. 5 日縁外反、稜部ヨコナテ＋箆削り、器肉厚い

3 甕 (29.2) 4.5 AE5 A B 70 No. 7 平底箆削り器肉厚い、胴部縦箆削り、黒斑

5 甕 20.0 (28.4) E5 A B 70 No. 4 口縁屈曲外反、頸部以下縦箆削り、黒斑

4 甕底 部 (10.0) (5.0) E5 A B 50 埋土 平底箆削り、胴部縦箆削り

6 甕 17.8 42.6 5.2 E5 A B 50 No. 3 口縁屈曲外反、頸部以下縦箆削り

7 甕底 部 (3 4) 5 0 E5 A A 60 埋上 小形平底、底面箆削り
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今井川越田遺跡

第161図第93• 94号住居跡

＼ 

SJ 87 

E 

l

-

8

0

.

 

こロ

｀ 
02 

F- 0p, c Pa」

u-
3〖□P

s

、355a
 

6
 

l
I
 

＞＇ ゜
ー

k

X

I

I

芯
2
4
.0
4
5

半＇

G_  R p4_G‘ 

言

＜
 2m 

□|`  

瓢
D L= 70.00 D'E  L= 70.00 ．． 

C L=70. 20 C' 

｀ E'F L= 70.00 ．． F' 

G L~?0.00 G' 
1 黒褐色 粘性強、焼土粒、炭化物少量

2 暗褐色焼土粒、炭化粒多量

3 暗褐色 ローム粒多量、焼土多羅

4 暗褐色 ローム粒、焼土粒、炭化物少屈

5 暗褐色焼土粒多量

6 黒褐色焼土粒、炭化粒少量

a 黒褐色 焼土、焼土プロック多量、炭化物少贔

b 赤褐色 焼土粒、炭化物多量、灰褐色粘土少旦

c 暗褐色 焼土多量、灰褐色粘土多量

d 黒色炭化物、炭化材多量

e 暗褐色 焼土、焼土粒、灰褐色粘土多鼠

瓢 冒
貯蔵穴

1 黒褐色 ローム、ローム粒、ロームプロック多量

2 黒褐色焼土少鼠

3 黒褐色炭化物少量

柱穴

1 暗褐色 ローム粒、ロ ームプロック多鼠

2 黒褐色炭化物、土器粒

3 暗褐色粘土質
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第162図 第93号住居跡出土遺物

□, 
： ／ 

，
 
、,／
 

ノ

三 2 ` :

□ ミ三三三□□□
□三□□三二／

/ 

,
 

,
'
,
 
ー

／
 ー

／
 ／

 

9 ’9 '  

,
 ／

 

12 

ロ
I 

I 

I¥ I 
15 

14 

1

9

0

 

1

8

0

 
10cm 5cm 

-184-



干ずれており N-98.5°-Wを測る

床面はやや凹凸力肴忍められる。掘り方は存在せず、

貼り床も検出できなかった。

壁は北壁以外が第94号11:J吾跡とほぼ重なる。重複顕

著で遺存状態は悪いが、残存する部分はほほ直立し掘

り込みはしっかりしている。

壁溝は南壁下東側に存在し、その他の部分は存在し

ない。全体に幅狭く掘り込みはしっかりしている。

柱穴は 5本で、南側の 3本は浅<Plが45cm、P2、

P3が32cmを測る。北側の P4は62cm、P5は68cmと深

い。 P4は不明瞭であるが柱痕跡（径12cm)と考えられ

る。

第93号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎上 焼成 色調

1 ミニチュア (3 7) 3.0 E2 B B 

2 皿 12.2 1 2 El A A 

3 士不 11. 7 3 5 Al A B 

4 杯 (12.0) (3.9) Al A C 

5 杯 (13.0) (3.6) ADl A B 

6 杯 (12.8) (3. 9) Al A B 

7 杯 13.8 (4.2) Al A A 

8 杯 13.3 4.4 Dl A F ， 杯 15.0 (5.4) (7.8) CE5 A A 

10 杯 11. 9 4.1 ACl A E 

11 昇； 13.0 4.2 Al A C 

12 高杯脚部 (14. 3) ACl B B 

13 鉢 18 0 (12 4) (5.8) AD5 A B 

14 鉢 (22.1) (6 0) AD2 A A 

15 甕 (18.4) (5 2) E5 A B 

16 甕 23 3 (12. 5) AD5 B B 

17 甑 26 0 31 9 9.5 A2 A B 

残存率

60 

40 

25 

20 

20 

20 

30 

70 

40 

50 

100 

70 

20 

50 

25 

25 

80 

18 上 錘 長径(54) X最大径l.OX孔径0.5(cm)、重醤107 g 

19 土 錘 長径5.7X最大径1.6X孔径0.5(cm)、重贔12.8g 

第94号住居跡（第161図）

本住居跡は K3L10~11グリッド付近に位置する。

第93号1主居跡によって大部分を切られる。北壁付近

が残存するのみで、他の壁は第93号住居跡とほぼ重な

る。床もほぼ同一面であり同住居跡の拡張の可能性が

ある。カマド等の施設は検出できなかった。

規模は5.78X 1.60（現在長） mを測る。長軸方位は

N-101.5°-Wを測る。出士遺物はない。

今井川越田遺跡

柱穴配置は P5がややずれるが略長方形で、柱穴間

隔は PlP2が3.29m、PlP3が3.41m、P2P4が3.50

m、P4P5カ咆．61m、PlP5カゞ3.67mを測る。

貯蔵穴はカマド左側に設置される。平面形は楕円形

状で中心部が深い。規模は径0.96X 0. 77m、深さ0.62

mを測る。

カマドは西壁南よりに設置される。燃焼部底面から

側面は良く焼けている。規模は0.43Xl.Olm、深さ

0.20mを測る。奥壁から段をなし煙道部に移行する。

煙道部はやや短く 0.84XO.40mを測る。

袖部下半部は、地山を掘り残している。

出土位置 備 考

埋士 底部凸出、器肉犀い

埋土 ロ唇僅かに直立

埋土 ロ唇肥厚、稜部ヨコナデ＋箆削り、器肉薄い

貯蔵穴 日唇肥厚外反、稜部ヨコナデ＋箆削り

貯蔵穴 日唇やや肥厚、稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 日唇沈線段部ヨコナデ稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 日唇尖る、稜部工具ナデ＋箆削り

埋土 稜部棒状工具＋箆削り、黒斑、内面極平滑

No. l 口縁波状？体～底部箆削り、内面炭化物付着

埋土 砂質、口縁やや内湾、稜部棒状工具＋箆削り

No. 2 口縁外反、稜部棒状工具＋箆削り、摩滅顕著

No. 3 ? 内外面箆削り、輪積み痕

埋土 口縁外反、外面箆削り、器肉厚い

埋土 日縁外反、外面輪積み痕、器肉厚い

埋土 口縁外反、頸部以下縦箆削り

埋土 口縁外反、頸部以下縦箆削り、二次加熱

貯蔵穴＋埋土 ロ唇直立、頸部以下縦箆削り、大形単孔

第96号住居跡（第163図）

本住居跡は K3K6グリッド付近に位置し、第 7住居

跡群の北西隅部、小形住居跡が分布する位置に存在す

る。

新旧関係は本住居跡が第152号住居跡を切り、第68

号1主居跡によって切られる。

平面形は北壁が歪むが、略方形。規模は4.04X3. 96 

m、深さ31cmを測る。

主軸方位は N-96°-Wを測る。カマド軸は若干ず
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第163図 第96号住居跡 ・出土遺物
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焼士、炭化物多盗
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1 暗褐色

2 暗褐色
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れており N-99.5°-Wを測る。

床面はほぼ平坦で、掘り方は存在せず、貼り床も検

出できなかった。

壁はほぼ直立し、掘り込みは比較的しっかりしてい

る。壁溝は西壁のカマド部分以外及び南、北壁の西半

分に設置される。全体に輻狭く掘り込みはしっかりし

ている。貯蔵穴は存在しない。

柱穴は 4本で、東壁側の 2本が浅い。 P2は12cm、P3

は中心からややずれてピット状で25cm、西側の 2本は

楕円形状で Plが32cm、P4が44cmを測る。いずれも柱

痕跡は検出されていない。

柱穴配置は全体に南側に片寄っており、 Plがやや

ずれる。柱穴間隔は P1P2が1.98m、P2P3が2.05m、

P3P4が1.88m、P1P4が2.19mを測る。

カマドは西壁南よりに設置され、カマド部分の壁が

住居跡主軸に対してやや斜行する。第68号住居跡によ

る攪乱で遺存状態は悪い。

燃焼部は内面が比較的良く焼けている。箱形を呈し、

規模は0.78X0.43m、深さ0.26mを測る。燃焼部奥壁

から段をなし煙道部へ移行する。

煙道部は緩く傾斜し、先端部に向かって細くなる。

規模は0.90X0.34~0.20mを測る。

袖部は両袖とも暗褐色枯質上を貼り付けて構築され

る。カマド壁は両袖ともわずかに掘り込まれる。

図示できる遺物は杯形上器 2個体のみで、 2は底部

枯土貼り付けか。

第97号住居跡（第164、165図）

本住居跡は K3L~M6グリッド付近に位置する。

第7住居跡群の西端部に位置し、南側に存在する大

形住居跡の分布範囲に属する。新旧関係は本住居跡か

第98号住居跡によって切られる。カマド煙道部が第

100号住居跡と接近し、第96号住居跡とは僅かに距離

をおく。

平面形は南東部分が重複により不明確であるが、略

方形と考えられる。規模は6.21X5. 96m、深さ40cmを

測る。

今井川越田遺跡

主軸方位は N-73°-Eを測る。

床面はやや凹凸力渭忍められるが全体に硬質で、第98

号住居跡とほぱ同一面をなす。不明瞭であるが Plか

ら北壁に向かって、間仕切り状の直線状に落ち込みが

認められた。掘り方は存在せず、貼り床も検出できな

かった。床面出土遺物は少贔で、主に北壁周辺部から

出土している。

壁は残存する部分ではほぼ直立し、掘り込みはしっ

かりしている。カマド右側壁は、第98号住居跡とほほ‘

重なる。

壁溝はカマド部分から南東隅を除き一巡する。南壁

部分は第98号住居跡床面で検出された。全体に輻狭く、

掘り込みはしっかりしている。

柱穴は 3本で、南西隅の相当する部分には精査にも

かかわらず柱穴は検出されなかった。北側の 2本は太

< P1が径40cm、深さ85cm、P2が径60X45cm、深さ80

cmを測る。 P3は径]2X28cm、深さ67cmを測る。柱痕跡

が P2で検出された。 Plは不明確である。

柱穴配置は現状では三角形状であるが、住居跡主軸

にほぼ並行するやや中心部によった長方形状をなして

いた考えられる。柱穴間隔は PlP2が2.89m、PlP3

が2.58m、P2P3が3.89mを測る。

貯蔵穴は存在しない。

カマドは東壁やや南よりに設置される。第98号住居

跡によって、燃焼部及び袖部の大部分か破壊されてお

り遺存状態は悪い。

燃焼部は残存部分では比較的良く焼けている。箱形

と考えられ、規模は現状で0.48X O. 60m、深さ0.32m

を測る。燃焼部奥壁から段をなして煙道部へ移行する。

煙道部底面は壁外に向かって緩く傾斜し、先端部が

やや細くなる。規模は1.23X O. 30~0.42mを測る。

袖部は左袖下まで巡る壁溝を埋め戻し、暗褐色粘質

土を貼り付けて構築される。カマド壁は両袖ともほと

んど掘り込まれていない。

杯形土器、椀形土器、鉢形土器、甕形土器、曾肌多土

器以外にミニチュア土器、土製支脚、編物石片 2個体、

土錘 1個体が出士している。
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第164図第97号住居跡(I)
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D L=?0.10 D' 

疇
1 暗褐色 ローム粒、焼土少屈

2 暗褐色 ローム粒多屈

3 暗褐色 粘性強、ローム粒少鼠

a 灰褐色粘土

b 暗褐色焼土粒、炭化物少益

c 赤褐色 焼土、焼士プロック多品

d 暗褐色焼土、炭化物多屈

柱穴

1 黄灰褐色 ロームプロック多最

2 暗褐色 ローム、ローム粒多

3 黒褐色 ローム粒、ロームプロック多量
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今井川越田遺跡

第165図 第97号住居跡(2)、第98号住居跡(I)
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第97号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

1 杯 11 3 3. 8 Al A C 25 埋土 ロ唇肥厚、稜部工具ナテ＋箆削り、摩滅顕著

2 況； 13 0 (3.8) Al A E 20 埋土 口縁屈折外反、稜部ヨコナデ＋箆削り

3 杯 14 0 (3. 7) Al A A 30 埋土 段部ヨコナデ、稜部ヨコナデ＋箆削り

4 杯 13 7 4.0 Al A B 90 No. 3 日唇肥厚、稜部ヨコナデ＋箆削り

5 杯 12.0 3.7 Al A C 20 埋土 口縁外反、稜部棒状工具＋箆削り、摩滅顕著

6 昇； 13 3 (4.2) Al A E 40 埋土 口縁外反、稜部ヨコナデ＋箆削り

7 杯 (14 0) (4 3) Al B A 10 埋土 ロ唇沈線肥厚段部沈線稜部棒状工具＋箆削り

8 昇； 12 0 (3 8) Al A C 25 埋土 口縁直立、稜部ヨコナデ＋箆削り、摩滅顕著

9 況； (14 0) (5.4) Al A E 20 埋土 口縁内湾、稜部ヨコナデ＋箆削り

10 杯 (18 0) 4.1 Cl B E 10 埋土 日唇肥厚、段部沈線、稜部ヨコナデ＋箆削り
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第166図 第97号住居跡出土遺物
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番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率

11 椀 14 3 (3 8) A5 A A 30 

12 鉢 15.5 (7.5) E5 B A 60 

13 鉢 21 9 9 5 E5 A A 70 

14 ミニチュア (6 3) (3.5) Al A B 50 

15 小形壺 10. 0 (4.2) Al A E 20 

16 小形壺 12 5 9.0 A5 A C 80 

17 小形壺 12.2 (7 2) E2 A B 30 

18 甕 (18 0) (8.4) AE5 B B 20 

19 甕 20.0 (8 1) A5 A B 10 

20 壺 20.0 (6 6) E5 A A 60 

21 甕 18 0 (14 0) E5 A B 20 

22 甑 22.0 (9 1) E5 B B 20 

23 甕底部 (2 1) (7 0) E5 B B 10 

24 甕底部 (2. 7) (9 0) E5 B B 30 

25 土製支脚 (5 5) CE2 A E 50 

27 土 錘 長径(45) X最大径l.4X孔径0.5(cm）、重祉79 g 

第98号住居跡（第164、165、167図）

本住居跡は K3L~M6グリッド付近に位置する。

第7住居跡群の南西端部に位置し、住居跡群南側に

存在する大形住居跡の分布範囲内にある。

新旧関係は本住居跡が第98号住居跡の南半部を切

る。本住居跡カマド煙道先端部が第100号住居跡を切

り住居跡本体とは僅かに距離をおく。

平面形はカマド対壁がやや長い台形乃至略方形で、

規模は5.20X4.89m、深さ40cmを測る。

主軸方位は N-64°-Eを測る。

床面はやや凹凸が認められ、僅かに第97号1む晋跡よ

りが低くく全体に硬質である。掘り方は存在せず、貼

り床も検出できなかった。床面出土遺物は南壁下及び

主に西壁下から柱穴 (P2P3)間で出土している。その

他炭化物、炭化材が北西隅部分から床面密着状態で検

出された。

壁は残存する部分ではほほ直立し、掘り込みはしっ

かりしている。カマド左側壁は、第97号住居跡と重な

り同住居跡カマドを切っている。

壁溝はカマド左壁下から燃焼部を除いて南東壁まで

設置される。全体に幅狭く、掘り込みはしっかりして

いる。

柱穴は 4本で、北西隅の P2が浅く他の 3本は深い。

カマド寄りの 2本は Plが径30cm、深さ80cm、P4が径

66X 56cm、深さ72cmを測る。柱痕跡が Plで検出され

今井川越田遺跡

出土位置 備 考

埋士 口縁内湾、頸部以下箆削り、器肉厚い

No. l 口縁外反、 頸部以下斜め、横箆削り

埋土 口縁屈曲外反、頸部以下縦箆削り

No. 2 球形胴部頸部直立、器肉厚い

埋土 口縁短く外反、段部ヨコナデ＋横箆削り

埋土 口縁有段直立、頸部棒状工具＋箆削り

埋土 口縁有段直立、段部ヨコナデ、体部横箆削り

埋土 口縁外反、頸部縦箆削りによる段

埋土 口縁外反、頸部以下縦箆削り

埋土、 SJ98と接合 口縁やや外反、頸部横箆削り、器肉原い

埋土 口縁有段外反、頸部以下縦箆削り

埋土 口縁やや外反、頸部以下縦箆削り

埋土 平底、底面木葉痕、器肉厚い

埋土 ほぽ平底、器肉原い

埋土 円柱状、中実

た。 P4は不明瞭である。カマド対壁寄りの 2本は P2

は径40cm、深さ18cm、P3が径38X42cm、深さ70cmを測

る。 P3は底面からやや浮いた状態で大形の河原石が

検出された。

l主穴配置は、北西部の P2がやや南側にずれる台形

状の配置をなす。柱穴間隔は P1P2が2.40m、P2P3

が1.56m、P3P4が2.55m、P1P4が2.23mを測る。

貯蔵穴は存在しない。

カマドは東壁やや南よりに設置される。カマド壁と

カマド主軸は直交するわけではなく、わずかに角度

(85゚ ）を持っている。遺存状態は良好である。

燃焼部底面は比較的良く焼けており、楕円形状（径

64X 56cm)の掘り込みを持つ。箱形と考えられ、規模

は現状で0.44X0.46m、深さ0.42mを測る。燃焼部奥

壁から段をなして煙道部へ移行する。

煙道部は先端部煙出し口（径28cm)が僅かに残存し

やや細くなる。底面は壁外に向かって緩く傾斜する。

規模は1.34X0. 38mを測る。

袖部は両袖下まで設置された壁溝を埋め戻し、暗褐

色粘質土を主体にして構築される。カマド壁は左袖が

僅かに掘り込まれる程度である。

須恵器蓋及び杯身はいずれも埋土中の出土である。

土師器は小形の外反する杯形土器を主体に、鉢形土器、

甕形土器等が出土している。また細身の上錘3個体と

臼玉片 1個体が出上している。

-191 -



第167図第98号住居跡(2)
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1 黒褐色 ローム粒、焼土粒、 炭化物少量
2 暗褐色 ロームプロック多、焼土粒、炭化物微量
3 暗灰褐色 粘土、ロ ーム粒少量
a 黒褐色 ローム粒子少量、炭化物微贔
b 暗灰褐色 粘性有、焼土粒、炭化物多量、天井部
c 黒褐色粘性強
d 黒褐色 炭化物層、焼土粒少量
e 黒褐色 焼土粒、炭化物、ロ ーム粒少量

柱穴
1 黒褐色 ローム、ロ ームプロック多塁、焼土少量
2 暗褐色 ローム、ロ ーム粒多品、焼土、炭化物少量
3 黒褐色 ローム、ローム粒少鼠、炭化粒少量
4 暗灰褐色粘土

第98号1主居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ 径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

1 須恵蓋 12.8 (3.2) Fl A I 50 埋土 ロクロ右回転、天井部箆削 り

2 須恵 杯 11.0 3.8 Fl A I 50 埋士 ロクロ右回転、 体下半部箆削 り

3 杯 (12.0) (3.2) El A B 20 埋土 口唇肥膵外反、稜部棒状工具＋箆削り

4 況； 11.2 (3.1) Al A E 30 埋土 ロ唇肥厚、稜部棒状工具＋箆削り、器肉薄い

5 杯 12.0 (2.9) Cl A A 25 埋土 稜部 ヨコナデ＋箆削 り、器肉厚い
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第168図 第98号住居跡出土遺物(I)
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第169図 第98号住居跡出土遺物(2)
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番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位罹 備 考

6 杯 12.0 3.6 Al B F 20 埋土 口縁外反、稜部棒状工具＋箆削り、器肉薄い

7 杯 11. 7 3.6 Al A C 50 埋士 口縁外反、稜部棒状工具＋箆削り

8 杯 13 0 (3.8) Al A E 40 埋土 口縁やや外反、稜部棒状工具＋箆削り

9 杯 11 1 3.2 Al A E 95 カマド 口唇やや肥厚、稜部棒状工具＋箆削り

10 杯 10.8 3.5 Al A E 90 No. 8 ロ唇やや肥厚、稜部ヨコナデ＋箆削り

11 杯 12.0 3.0 A5 B B 90 埋土 ロ唇肥厚稜部棒状工具＋箆削り二次加熱変色

12 杯 11 8 (3.2) Al B C 70 埋土 口唇肥厚、稜部ヨコナデ＋箆削り、黒斑

13 杯 11 3 3.2 A5 B C 80 No. 4 ロ唇肥厚、段部沈線、稜部棒状工具＋箆削り

14 杯 12.2 3.6 Al A C 80 埋土 口縁外反、稜部ヨコナデ＋箆削り

15 杯 12.1 3.6 Al A C 99 No. 5 稜部棒状工具＋箆削り、摩滅顕著

16 坪 12.0 4.2 A5 A C 95 No. 9 口縁屈曲外反稜部工具ナデ＋箆削り二次加熱

17 杯 12.0 3.8 Al A B 60 No. 7 口緑外反、稜部ヨコナデ＋箆削り

18 杯 12.4 (4.2) ADl A B 60 No. 3 段部沈線、稜部工具ナデ＋箆削り

19 杯 15 0 (5.0) Al B B 30 埋士 段部ヨコナデ、稜部ヨコナデ＋箆削り

20 杯 15 0 (4.9) Al A C 50 埋土 口縁直立、稜部ヨコナデ？ ＋箆削り

21 鉢 (16.2) (5.8) D2 A B 10 埋土 口縁直立、体部斜め箆削り、器肉原い

22 丸 甕 18 0 (10.5) A5 A B 50 埋土 口縁外反、頸段部以下横箆削り

23 甕 底部 (7.5) 2.9 CD2 A A 70 埋土 小形平底箆削り、器肉薄い

24 甕 底部 (7. 7) (6.0) AE2 A A 30 埋土 平底箆削り、器肉厚い

25 甕 胴部 (17.8) (4 8) CD2 A F 40 No. 2 胴部縦、斜め箆削り、器肉薄い

26 土 錘 長径（6.7)X最大径l.4X孔径0.5(cm)、厘蜀12.9g 

27 土 錘 長径(76) X最大径1.5X孔径0.5(cm)、重最13.5g 

28 土 錘 長径(77) X最大径l.4X孔径0.55(cm)、重量13.8g 

29 臼 玉 上径l.3X下径l.6X孔径0.45X厚さ1.0 (cm)、重簸45 g 

第100号住居跡（第153、170図）

本1柑呂跡は K3M7~8グリッド付近に位置する。

第7住居跡群の南側に存在する大形住居跡の分布範

囲にあり、本住居跡以南は狭い遺構空白域となる。

新旧関係は本住居跡が第90、151号住居跡を切り、第

98号1:f.J舌跡によって切られる。第91、152号住居跡とは

かろうじて重複しておらず、約10cm前後の間隔をおい

ている。

平面形は南、北壁がやや斜行する台形状乃至略方形

で、規模は6.79X6.74m、深さ37cmを測る。

主軸方位は N-74°-Eを測る。

床面はほぼ平坦で全体に硬質であるが、特に西壁下

は堅緻である。掘り方は存在せず、貼り床も検出でき

なかった。床面出土遺物は少贔で大半は埋士中の出土

である。

壁は僅かに傾斜するが、掘り込みはしっかりしてい

る。カマ ド右側壁は第151号住居跡カマドを切ってい

る。
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第170図 第I00 • 151号住居跡
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言言
1 黒褐色 焼土、焼土プロ ック、炭化物多昼

2 暗褐色焼土、焼土粒、炭化物少旦

3 暗褐色焼土粒、ロ ーム粒微童

4 暗褐色焼土粒、炭化物多屋

a 暗褐色焼土粒、炭化物大蜀

b 暗褐色焼土、ロ ーム粒少塁

c 黒褐色粘性有、 焼土、炭化物多量

d 暗灰褐色焼土、炭化物多昼

e 赤渇色焼土

f 赤褐色焼土プロック多鵞

g 暗褐色 ローム粒、ロームプロック多星

h 黒褐色粘性強、焼土粒、炭化物多翼
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壁溝はカマド両側と南壁ほぼ中央部分及び西壁の一

部を除いて設置される。全体に幅狭く、掘り込みはしっ

かりしている。

柱穴は 4本でいずれも大形で深い。埋土は 4層に分

第171図 第 100号住居跡出土遺物
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とする流入土層と考えられる。
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P3P4が3.60m、P2P3、P1P4が3.44mを測る。
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貯蔵穴はカマド右側南よりに位置し、規模は0.74X 

0.65m、深さ45cmを測り、長方形を呈する。埋上は 4

層に分割される。

カマドは東壁ほぼ中央部に設置され、遺存状態は良

好である。

燃焼部底面は比較的良く焼けており、楕円形状（径

70X 60cm)に凹む。箱形と考えられ、規模は0.56X0.73

m、深さ0.50mを測る。燃焼部奥壁から段をなして煙

第100号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 日径 器高 底径 胎土 焼成 色調

1 均： 12.3 (3.2) Al A C 

2 杯 12.1 (4 2) Al A E 

3 杯 12.0 (3.6) Al A C 

4 杯 12.1 (4.0) Al A B 

5 杯 12.0 4 1 Al A C 

6 杯 12.2 3.8 Al A C 

7 杯 11.5 4.7 A2 A C 

8 杯 12.6 4.6 A2 A B 

9 杯 13.2 (3.8) Al A A 

10 杯 13.2 (3.8) Al A A 

11 杯 13.0 4.5 Cl B A 

12 杯 15.2 (2.8) Al B A 

13 杯 (12.0) (3. 7) Al A A 

14 杯 (13 0) (3. 7) Cl B A 

15 小 形 壺 10 2 (4.5) A2 B C 

16 小 形 壺 11. 2 (3.8) Al B E 

17 高 杯 (8.3) Al B C 

18 鉢 20 0 (9.9) AEl A C 

19 甕 (18 0) (7.0) AE5 B B 

20 甕 (18.0) (7.4) E5 A A 

21 甕 21.5 (15.0) AE5 A E 

22 盤 底 部 (2.2) (7.0) E2 A B 

残存率

25 

20 

25 

40 

40 

30 

40 

50 

25 

30 

40 

25 

20 

25 

30 

50 

60 

25 

10 

10 

60 

40 

24 土 錘 長径(3.8)X最大径l.9X孔径05(cm)、重量10.5g 

第151号住居跡（第170図）

本住居跡は K3M8グリッド付近に位置

し、カマド煙道部のみ遺存する住居跡である。

平面形等の詳細は不明。第100号住居跡に

よって切られるが、同住居跡のカマド付け替

えの可能性が大きい。

煙道部底面は概ね外方に向かって傾斜す

る。規模は1.52X0.38m、深さ16cmを測り、

カマド軸方位は N-69'-Eを測る。

遺構実測風景►

今井川越田遺跡

道部へ移行する。煙道部底面は壁外に向かって僅かに

傾斜する。規模はl.23X0.34mを測る。袖部はカマド

壁両柚部分をわずかに掘り込み、暗褐色粘質土を主体

にして構築される。

図示した以外の破片総数は1,316点である。杯形土

器384点、高杯形土器脚部4点、甕形土器933点である。

その他貝巣穴痕泥岩 3個体（総重量5.05g)、編物石

2個体、土錘 1個体が出土している。

出土位置 備 考

埋土 日縁外反、稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 ロ唇外反、稜部棒状工具＋箆削り、器肉厚い

埋土 内面外反、稜部棒状工具＋箆削り、摩滅顕著

埋土 口緑内湾、稜部ヨコナデ＋箆削り、摩滅顕著

埋土 口縁外反、稜部棒状工具＋箆削り

埋土 口縁外反、稜部枠状工具＋箆削り

埋土 口縁小さく外傾、稜部棒状工具十箆削り

埋土 口縁小さく外反、稜部棒状工具＋箆削り

埋土 段部沈線、稜部枠状工具＋箆削り

埋土 段部沈線、稜部棒状工具＋箆削り

埋土 ロ唇肥厚、段部沈線、稜部工具ナデ＋箆削り

埋土 段部沈線、稜部棒状工具＋箆削り、黒斑

カマド 砂質、口縁内湾、稜部棒状工具＋箆削り

埋土 口縁内傾、稜部工具ナデ＋箆削り

埋土 ロ唇肥厚、頸段部以下横箆削り

埋土 ロ唇やや肥厚、頸段部以下横箆削り

埋土 長脚

No. l 段部沈線、頸部以下横、斜め箆削り

埋土 口縁屈曲外反、頸部以下縦箆削り、黒斑

埋土 日縁外反、頸部縦箆削りによる段

No. 2 口縁肥厚、頸部縦箆削りによる段、器肉薄い

埋土 平底、底面木葉痕
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8.第 8住居跡群 第172図 第 8住居跡群

第70号住居跡（第174図）

本住居跡は K3K13グリッド付 ＋ 十 I,¥ / 了＼ぷ幻77 ¥ ＋ 

近に位置し、カマド燃焼部底面の

み残存した住居跡である。第72号

住居跡確稲忍面で検出され、燃焼部

は径50c而呈の略楕円形をなし、赤 ＋ 

変硬化が顕著である。

第71号住居跡（第173、174図）

本住居跡は K3L14グリッド付

近に位置し、住居跡が最も密集す

る地点に存在する。

第8住居跡群の北西部、第 4住

居跡群との境界に存在する小形の

住居跡である。

新旧関係は本住居跡は第70号

住居跡とともに周辺部分で最も新しい段階に属すると

＋
 

＋ 

＋
 

＋ 

考えられる。

平面形はやや歪みのある方形乃至台形状で、規模は

4.11X4.08m、深さ50cmを測る。

主軸方位は N~60°~E を測る。

床面はほぼ平坦で全体に硬質。

掘り方は存在せず、貼り床も検出できなかった。

壁は僅かに傾斜するが、掘り込みは深くしっかりし

ている。カマド壁はカマド部分で僅かに段をなす。

壁溝はカマド部分と南壁の一部を除いて設置され、

幅15c而茎で掘り込みは比較的しっかりしている。

柱穴は 4本で、 P3が小さい他はいずれも径40cm前

後の大形である。深さは 4本とも40cm程である。

柱穴配置は偏平な長方形配置をなす。柱穴間隔は

第71号住居跡出土遺物観察表

P1P2、P3P4が1.25m、P2P3、P1P4が2.07mを測る。

貯蔵穴はカマド左側北隅部分に位置し、規模は

0.70X0.62mを測り、略楕円形を呈する。

カマドは東壁やや南よりに設置される。

燃焼部は底面から側面が比較的良く焼けており、遺

存状態は良好である。箱形をなし、規模は0.46X 1. 20 

m、深さ0.41mを測る。燃焼部奥壁から段をなして煙

道部へ移行する。

煙道部底面は壁外に向かって緩く立ち上がる。規模

は1.20X0.34mを測る。

左柚部分は少ピットが存在しカマド壁ををわずかに

掘り込んでいる。両柚とも暗褐色粘質土を主体にして

構築される。

土師器、須恵器以外に編物石が2個体出土している。

番号 器 種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位箭 備 考

1 杯 12.0 (3.6) Al A C 25 埋土 段部ヨコナテ、稜部工具＋箆削り

2 昇； 11.8 (4.1) Al A E 40 埋土 口縁外反、稜部ヨコナデ＋箆削り、器肉厚い

3 杯 (12.0) (3.8) Al B B 25 埋土 日唇肥厚、稜部ヨコナデ＋箆削り、内面黒色

4 昇； (13.4) (3.8) Al A B 30 埋土 日縁やや外反、稜部ヨコナデ＋箆削り

5 埒； (14.0) (4.5) Al A F 25 埋土 砂質、段部工具ナデ、稜部工具ナデ＋箆削り
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番号 器種 口径 器高 底径 胎土

7 甕底部 (3 2) 6.3 AD5 

8 甕底部 (3. 0) 5.7 AE5 ， 甕 (16.0) (6. 0) AE2 

10 甕 22.0 (8 0) E5 

11 甕 (18.5) (6. 8) F2 

12 甕胴部 (17 0) (5.0) AE5 

13 須恵甕 (24 2) 7.2 Dl 

［ 房1

@P, ¥よ st← ‘ 

メりや

忍
一／

D' 

E‘ 

I]' I -¥“ に

a 

゜
I / I "' 史 杉多笏珍算／ 

l l 

m一l 

直’
C_L=70.10 _J;' 

疇
第71号住居跡

1 暗茶褐色 焼土プロック少量、ロームプロック多量

2 暗茶褐色 ロームプロック多鼠

3 黒褐色 焼土粒、ローム粒少量

4 黒褐色 ローム粒微量

5 黒褐色 ローム粒、焼土粒少量

a 暗褐色 粘性強、焼土、炭化物多量

b 灰褐色 粘土

c 赤褐色 焼土粒、焼土プロック多星

焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

B B 80 埋土 平底箆削り、器肉厚い

B C 60 埋土 中央やや上げ底、箆削り、器肉厚い

B B 10 埋土 口緑外反、頸部以下縦箆削り

A E 20 埋土 口唇凹線、頸部段以下横箆削り

B F 10 埋土 口縁外反、頸部以下縦箆削り、器肉厚い

A B 30 埋上 外面縦箆削り、輪積み痕

A J 30 埋土上層 ロクロ右？回転、 10本／1.7cm 
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第174図 第71 • 77号住居跡(2)、第72号住居跡
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第77号住居跡

1 黒褐色 砂質、焼土粒、ローム粒少鼠

2 黒褐色 焼土粒、ロ ーム粒、口 ＿ムプロック少星

柱穴土層註

1 黒褐色 焼土粒、ロ ーム粒少益

2 暗茶褐色 粘性強、焼土粒、ロ ームプロック多量

3 暗茶褐色 焼土粒、ローム粒少量

4 暗茶褐色 粘性強、焼土粒微量、 ロームプロ ック
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第175図 第71号住居跡出土遺物
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第77号住居跡（第173、174図）

K3Kl4グリッド付近に位置する。第71号住居跡の

東側に存在し同1!J吾跡によ って切られるが、第72号住

居跡との新旧関係は不明である。第 4住居跡群に属す

る第64号住居跡とは境を接している。

平面形は長方形で、規模は2.07X 2.04（現在長） m、

深さ20cmを測る。主軸方位は N-59.5°-Eを測る。ご

く小形であり、竪穴状遺構とも考えられる。

出土遺物はない。

第72号住居跡（第174図）

本住居跡は K3Kl3~14グリ ッド付近に位置する。

第8住居跡群の北端部に位置し、東、西、 北側は若

干の遺構空白域で第 4~6住居跡群との境界域をなし

ている。

新旧関係は本1虹因跡が第80、81号住居跡を切り、第

10cm 

71号住居跡によって切られる。

平面形は南東部分が重複により不明確であるが、略

方形と考えられる。規模は5.42X 5. 27m、深さ40cmを

測る。

主軸方位はカマドの推定位置から N-Sと考えら

れる。

床面は周辺部がやや凹凸力肴忍められ、全体に硬質で

ある。掘り方は存在せず、貼り床も検出できなかった。

床面出土遺物は少量である。

壁は僅かな傾斜をもち、掘り込みはしっかりしている。

壁溝は現状では一周するが、第71号住居跡との重複

部分では、精査にもかかわらず検出できなかった。全

体に幅狭く、掘り込みはしっかりしている。

柱穴は P4を含めて 4本と考えられる。

P2以外は径40cm前後で一定している。 P2は上部が

径70c頑呈に大きく掘り込まれる。
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第176図 第72号住居跡出土遺物(I)
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